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革共同政治局の２０１６年１・１アピール
かくきょうどうせい じ きょく ねん

世界革命への大挑戦
せ かいかくめい だいちょうせん

世界戦争参戦と改憲狙う安倍を国鉄決戦と７月選挙決戦で倒せ
せ かいせんそうさんせん かいけんねら あ べ こくてつけっせん がつせんきょけっせん たお

全国で動労総連合と学生自治会建設を
ぜんこく どうろうそうれんごう がくせい じ ち かいけんせつ

はじめに

２０１６年は、韓国・民主労総（全国民主労働組合総連盟）が先頭に立つ巨大
ねん かんこく みんしゅろうそう ぜんこくみんしゅろうどうくみあいそうれんめい せんとう た きょだい

なゼネストと、動労水戸の渾身（こんしん）のストライキをもって幕を開けた。
どうろう み と こんしん まく あ

世界戦争の危機が急速に拡大する中で、日韓の階級的労働運動と国鉄決戦が
せ かいせんそう き き きゅうそく かくだい なか にっかん かいきゅうてきろうどううんどう こくてつけっせん

「万国の労働者、団結せよ！」のプロレタリア国際主義の呼びかけを世界に発し
ばんこく ろうどうしゃ だんけつ こくさいしゅ ぎ よ せ かい はっ

ている。資本主義・帝国主義の終わりの時代、プロレタリア革命の勝利の時代
し ほんしゅ ぎ ていこくしゅ ぎ お じ だい かくめい しょう り じ だい

が来ている。
き

２０１６年は、日本帝国主義・安倍政権と全面激突し、安倍を打倒して革命へ
ねん に ほんていこくしゅ ぎ あ べ せいけん ぜんめんげきとつ あ べ だ とう かくめい

の道を切り開く決戦である。革共同は、全党が奮い立ち、勝利をめざして闘
みち き ひら けっせん かくきょうどう ぜんとう ふる た しょう り たたか

いぬく。本アピールは、安倍と日帝国家権力 中枢に対する断固たる戦闘宣言で
ほん あ べ にっていこっ か けんりょくちゅうすう たい だん こ せんとうせんげん

ある。

世界大恐慌は、今や本格的・全面的な激化の過程に突入し、ついに第３次世
せ かいだいきょうこう いま ほんかくてき ぜんめんてき げき か か てい とつにゅう だい じ せ

界戦争の導火線に火がついた。シリア・イラクを軸に中東における帝国主義と
かいせんそう どう か せん ひ じく ちゅうとう ていこくしゅ ぎ

大国による侵略戦争が火を噴き 拡大・激化している 米日帝が朝鮮侵略戦争、 。
たいこく しんりゃくせんそう ひ ふ かくだい げき か べいにちてい ちょうせんしんりゃくせんそう

を策動している。米帝オバマと英仏独帝国主義、ロシアのプーチン、そして日帝
さくどう べいてい えいふつどくていこくしゅ ぎ にってい

・安倍が、この戦争の最悪の放火者である。この世界戦争への突進は、１９２９
あ べ せんそう さいあく ほう か しゃ せ かいせんそう とっしん

年恐慌をはるかに超える世界大恐慌と帝国主義間・大国間の争闘戦＝つぶし合
ねんきょうこう こ せ かいだいきょうこう ていこくしゅ ぎ かん たいこくかん そうとうせん あ
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いの中で起きており、プロレタリア世界革命によってしか解決することはできな
なか お せ かいかくめい かいけつ

い。

第２次大戦の終結から 年、世界は再び戦争か革命かをかけた１９３０年70
だい じ たいせん しゅうけつ ねん せ かい ふたた せんそう かくめい ねん

代的な階級的激突の時代に入った。戦争への道は、階級的労働運動と労働組合
だいてき かいきゅうてきげきとつ じ だい はい せんそう みち かいきゅうてきろうどううんどう ろうどうくみあい

を破壊し、労働者人民を大量に殺していく道だ。民族・国籍・国境による分断
は かい ろうどうしゃじんみん たいりょう ころ みち みんぞく こくせき こっきょう ぶんだん

をこえた労働者階級の国際連帯の闘いだけが、腐敗しきった現代世界を根底か
ろうどうしゃかいきゅう こくさいれんたい たたか ふ はい げんだい せ かい こんてい

らひっくり返し、労働者階級人民が世界中で真に自己解放的に生きられる社会
かえ ろうどうしゃかいきゅうじんみん せ かいじゅう しん じ こ かいほうてき い しゃかい

をつくり出すことができる。
だ

反帝国主義・反スターリン主義プロレタリア世界革命の旗を高く掲げ、進撃し
はんていこくしゅ ぎ はん しゅ ぎ せ かいかくめい はた たか かか しんげき

よう。日本共産党スターリン主義が提唱する「国民連合政府」なるものは、世
に ほんきょうさんとう しゅ ぎ ていしょう こくみんれんごうせい ふ せ

界革命に敵対して第２次大戦の惨禍に世界の労働者人民を引きずりこんだ、１９
かいかくめい てきたい だい じ たいせん さん か せ かい ろうどうしゃじんみん ひ

３０年代の「人民戦線」のより空論的な焼き直しにほかならない。プロレタリア
ねんだい じんみんせんせん くうろんてき や なお

革命圧殺と戦争協 力の反革命宣言だ 今や あらゆる勢力が戦争に対する態度。 、
かくめいあっさつ せんそうきょうりょく はんかくめいせんげん いま せいりょく せんそう たい たい ど

、 。を明らかにすることを否応なく迫られ 階級闘争によってふるいにかけられる
あき いやおう せま かいきゅうとうそう

疾風怒濤（しっぷうどとう）の時代に、青年・学生を先頭に勇躍飛び出そう。
しっぷう ど とう じ だい せいねん がくせい せんとう ゆうやく と だ

今から約１００年前の１９１７年、ロシアの労働者階級は第１次大戦に絶対
いま やく ねんまえ ねん ろうどうしゃかいきゅう だい じ たいせん ぜったい

反対を貫き 「帝国主義戦争を内乱（革命）に転化せよ」のスローガンのもと、、
はんたい つらぬ ていこくしゅ ぎ せんそう ないらん かくめい てん か

ロシア帝国主義を打倒しプロレタリア革命に勝利した。ロシア革命はゼネスト
ていこくしゅ ぎ だ とう かくめい しょう り かくめい

とソビエトの形成で、世界革命の突破口を切り開いた。
けいせい せ かいかくめい とっ ぱ こう き ひら

革命に勝利する革命的階級の能力は〈党と労働組合の一体的建設〉によっ
かくめい しょう り かくめいてきかいきゅう のうりょく とう ろうどうくみあい いったいてきけんせつ

て形成される。この力が革命的情勢と結びつかないかぎり勝利することはで
けいせい ちから かくめいてきじょうせい むす しょう り

きない。ロシア革命では、帝政下の非合法・非公然の闘いの試練を通して鍛え
かくめい ていせい か ひ ごうほう ひ こうぜん たたか し れん とお きた

られた革命党 ボルシェビキ が 日和見主義・解党主義と決別し 労働組合と結（ ） 、 、
かくめいとう ひ より み しゅ ぎ かいとうしゅ ぎ けつべつ ろうどうくみあい むす
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びついてその内部に強固な拠点をつくり出して闘った。ボルシェビキの地区党
ない ぶ きょう こ きょてん だ たたか ち く とう

の指導のもとに、工場細胞・地域細胞を網の目のようにつくり上げていった闘
し どう こうじょうさいぼう ち いきさいぼう あみ め あ たたか

いがあったのだ。

国鉄決戦を基軸にすえた階級的労働運動で、党と労働組合の一体的建設を強
こくてつけっせん き じく かいきゅうてきろうどううんどう とう ろうどうくみあい いったいてきけんせつ きょう

力に推し進める闘いは、ロシア革命とボルシェビキの実践の生きた教訓に学
りょく お すす たたか かくめい じっせん い きょうくん まな

ぶものだ。国鉄分割・民営化に対する動労千葉の歴史的ストライキから 年、30
こくてつぶんかつ みんえい か たい どうろう ち ば れき し てき ねん

国鉄決戦が体制内労働運動の裏切りと屈服などの試練をのりこえてつくり上げて
こくてつけっせん たいせいないろうどううんどう うら ぎ くっぷく し れん あ

きた階級的力を、いよいよ全面的に解き放って闘う時が来た。結成 周年30
かいきゅうてきちから ぜんめんてき と はな たたか とき き けっせい しゅうねん

を迎える動労総連合の全国的建設の巨大な力は、２０１６年決戦の機関車とな
むか どうろうそうれんごう ぜんこくてきけんせつ きょだい ちから ねんけっせん き かんしゃ

る 民営化・外注化阻止 非正規職撤廃 被曝労働拒否を貫き 正規・非正規。 、 、 、
みんえい か がいちゅう か そ し ひ せい き しょくてっぱい ひ ばくろうどうきょ ひ つらぬ せい き ひ せい き

の強 力な団結でゼネストを闘う労働運動をつくり上げよう。
きょうりょく だんけつ たたか ろうどううんどう あ

中東・東アジア・ウクライナの 世界戦争の３大火点 に火がつく中で 日帝「 」 、
ちゅうとう ひがし せ かいせんそう か てん ひ なか にってい

・安倍は「戦後レジームからの脱却」をかけた戦争と改憲の攻撃を激化させて
あ べ せん ご だっきゃく せんそう かいけん こうげき げき か

いる ５月伊勢志摩サミットから７月参議院選挙 衆参ダブル選挙 をめぐる闘。 （ ）
がつ い せ し ま がつさん ぎ いんせんきょ しゅうさん せんきょ たたか

いは、日帝・安倍の戦争・改憲攻撃との一大決戦である 「テロ対策」を口実に。
にってい あ べ せんそう かいけんこうげき いちだいけっせん たいさく こうじつ

日本全土を厳戒下におき、階級的労働組合と革命派の解体を狙う安倍に、戦争
に ほんぜん ど げんかい か かいきゅうてきろうどうくみあい かくめい は かいたい ねら あ べ せんそう

への怒り 非正規と貧困への怒り 福島・沖縄・三里塚―全人民の怒りを総結集、 、
いか ひ せい き ひんこん いか ふくしま おきなわ さん り づか ぜんじんみん いか そうけっしゅう

して闘おう。
たたか

２０１６年 動労総連合建設と学生自治会建設を全国でかちとり 絶対に勝利、 、
ねん どうろうそうれんごうけんせつ がくせい じ ち かいけんせつ ぜんこく ぜったい しょう り

を切り開こう。
き ひら

Ⅰ階級的労働運動と国際連帯の大飛躍きり開いた 年の闘い15
かいきゅうてきろうどううんどう こくさいれんたい だい ひ やく ひら ねん たたか
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⑴ 全世界の労働者は革命を求めて激しく決起し始めた
ぜん せ かい ろうどうしゃ かくめい もと はげ けっ き はじ

昨年 月１日、東京・日比谷野外音楽堂に５７００人を結集して開催され11
さくねん がつついたち とうきょう ひ び や や がいおんがくどう にん けっしゅう かいさい

た全国労働者集会は 「切迫する朝鮮侵略戦争をゼネストと国際連帯で阻止、
ぜんこくろうどうしゃしゅうかい せっぱく ちょうせんしんりゃくせんそう こくさいれんたい そ し

しよう」の大スローガンを真っ向から掲げてかちとられた。新自由主義の攻撃に
だい ま こう かか しん じ ゆうしゅ ぎ こうげき

国鉄決戦で立ち向かってきた闘いが、目前に迫る戦争の危機と対決して国際的
こくてつけっせん た む たたか もくぜん せま せんそう き き たいけつ こくさいてき

労働者集会をかちとったのだ。それは画期的意義をもつものと言わなければな
ろうどうしゃしゅうかい かっ き てき い ぎ い

らない ついに日本プロレタリアートは 戦後 年の歴史と革命的共産主義運動。 、 70
に ほん せん ご ねん れき し かくめいてききょうさんしゅ ぎ うんどう

年の歴史の上に、ここまで到達したのである。50
ねん れき し うえ とうたつ

韓国・民主労総の闘いは きわめて厳しい革命と反革命の直接的な衝突の中、
かんこく みんしゅろうそう たたか きび かくめい はんかくめい ちょくせつてき しょうとつ なか

で進行している。日本でも日帝による対外侵略戦争への策動が、日米同盟をテ
しんこう に ほん にってい たいがいしんりゃくせんそう さくどう にちべいどうめい

コとしつつ激化の一途をたどっている。この中で日韓、日韓米の労働者が、実際
げき か いっ と なか にっかん にっかんべい ろうどうしゃ じっさい

に国際連帯を掲げて侵略戦争反対、自国政府打倒の闘いを本格的に展開し、ゼ
こくさいれんたい かか しんりゃくせんそうはんたい じ こくせい ふ だ とう たたか ほんかくてき てんかい

ネストで闘うのは大変なことである しかし 月集会は この国際連帯を本当。 、11
たたか たいへん がつしゅうかい こくさいれんたい ほんとう

に現実的に確認し、実践を誓ったのだ。
げんじつてき かくにん じっせん ちか

とりわけ「朝鮮侵略戦争阻止」を国際連帯のスローガンに掲げたことは、も
ちょうせんしんりゃくせんそう そ し こくさいれんたい かか

のすごい意味をもっている 民主労総の労働者は パククネ打倒・戦争反対で決起。 、
い み みんしゅろうそう ろうどうしゃ だ とう せんそうはんたい けっ き

している。資本の支配の転覆を求め 「労働者に権力を寄こせ」と叫んでゼネ、
し ほん し はい てんぷく もと ろうどうしゃ けんりょく よ さけ

ストを闘っている。この闘いに学び 「新しい労働者の政党」を国際的につ、
たたか たたか まな あたら ろうどうしゃ せいとう こくさいてき

くっていく闘いに、 ・１労働者集会は踏み出した。11
たたか ろうどうしゃしゅうかい ふ だ

さらに 月集会では偉大なことが実現された。今まさにシリア・中東をめ11
がつしゅうかい い だい じつげん いま ちゅうとう

ぐる侵略戦争が渦巻く中で、その最渦中の国であるトルコから、ストライキと
しんりゃくせんそう うず ま なか さい か ちゅう くに

デモを果敢に闘いぬく労働者が駆けつけた。そして、新自由主義と対決すると
か かん たたか ろうどうしゃ か しん じ ゆうしゅ ぎ たいけつ
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ともに帝国主義戦争との対決を、力強く、 ・１集会の場でアピールしたので11
ていこくしゅ ぎ せんそう たいけつ ちからづよ しゅうかい ば

ある。これは日本プロレタリアートの決起への、雷鳴のような呼びかけである。
に ほん けっ き らいめい よ

またドイツの鉄道労働者が参加し、ＥＵ帝国主義諸国の中心部からのプロレ
てつどうろうどうしゃ さん か ていこくしゅ ぎ しょこく ちゅうしん ぶ

タリアートの声として 「戦争阻止は労働者の義務」とアピールしたことは、震、
こえ せんそう そ し ろうどうしゃ ぎ む ふる

えるような革命的感動を呼び起こした。中国の鉄道労働者、アメリカの闘う労
かくめいてきかんどう よ お ちゅうごく てつどうろうどうしゃ たたか ろう

働者からも、ともに闘おうという熱いメッセージが寄せられた。
どうしゃ たたか あつ よ

これらは、労働者階級がいかに本質的に世界単一の階級としてあるかという
ろうどうしゃかいきゅう ほんしつてき せ かいたんいつ かいきゅう

11ことを示すものであり プロレタリア世界革命の現実性を開示するものである、 。
しめ せ かいかくめい げんじつせい かい じ

。月労働者集会が新たな世界史的任務をもって発展しつつあることを示している
がつろうどうしゃしゅうかい あら せ かい し てきにん む はってん しめ

⑵ 動労総連合の全国的建設で国鉄決戦勝利へ展望開く
どうろうそうれんごう ぜんこくてきけんせつ こくてつけっせんしょう り てんぼうひら

・１集会は、いまひとつ画期的な意義のある戦略的地平を戦取した。それ11
しゅうかい かっ き てき い ぎ せんりゃくてき ち へい せんしゅ

は、 年から 年の闘いを通してプロレタリア革命に向かう革命戦略として14 15
ねん ねん たたか とお かくめい む かくめいせんりゃく

の国鉄決戦論を確立し、動労総連合建設の具体的組織化へ強 力な第一歩を踏み
こくてつけっせんろん かくりつ どうろうそうれんごうけんせつ ぐ たいてき そ しき か きょうりょく だいいっ ぽ ふ

出したことである。
だ

大恐慌と戦争が、内外において革命的情勢をつくり出している。プロレタリ
だいきょうこう せんそう ないがい かくめいてきじょうせい だ

アートが目覚めて自主的に決起する情勢が社会全体を覆い始めている。
め ざ じ しゅてき けっ き じょうせい しゃかいぜんたい おお はじ

この情勢において勝負を決めるのは国鉄決戦である。
じょうせい しょう ぶ き こくてつけっせん

２０１０年に強行された国鉄１０４７名解雇撤回闘争の４・９政治和解は、
ねん きょうこう こくてつ めいかい こ てっかいとうそう せい じ わ かい

国鉄闘争を終わらせて労働運動全体をたたきつぶそうとする反革命であった。こ
こくてつとうそう お ろうどううんどうぜんたい はんかくめい

の４・９を境に、体制内労働運動は潮が引くように急速に衰退していった。彼
さかい たいせいないろうどううんどう しお ひ きゅうそく すいたい かれ

らは、１０４７名闘争とともに全労働者階級を日帝ブルジョアジーに売り渡し
めいとうそう ぜんろうどうしゃかいきゅう にってい う わた
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たのだ。

そして昨年６月 日、日帝・最高裁は、動労千葉の鉄建公団訴訟において30
さくねん がつ にち にってい さいこうさい どうろう ち ば てっけんこうだん そ しょう

上告棄却の反動決定をうち下ろしてきた。国鉄分割・民営化は国家的不当労働
じょうこく き きゃく はんどうけってい お こくてつぶんかつ みんえい か こっ か てき ふ とうろうどう

行為であったことを認めることさえやって、しかしＪＲ復帰は許さないとするこ
こう い みと ふっ き ゆる

の最高裁決定は、１０４７名解雇撤回闘争を最終的に終わらせろという大攻撃
さいこうさいけってい めいかい こ てっかいとうそう さいしゅうてき お だいこうげき

だった。また、不当労働行為であろうと不当解雇であろうと、首切りは自由だと
ふ とうろうどうこう い ふ とうかい こ くび き じ ゆう

いう労働者階級に対する新たな宣戦布告であった。
ろうどうしゃかいきゅう たい あら せんせん ふ こく

４・９反革命をのりこえて闘ってきた動労千葉・動労総連合とこれを包む国
はんかくめい たたか どうろう ち ば どうろうそうれんごう つつ こく

鉄闘争全国運動は この試練をもはね返し 逆に 闘いはこれからだ！ と宣言、 、 「 」
てつとうそうぜんこくうんどう し れん かえ ぎゃく たたか せんげん

した。国鉄分割・民営化絶対反対の１０４７名闘争を「解雇撤回・ＪＲ復帰」と
こくてつぶんかつ みんえい か ぜったいはんたい めいとうそう かい こ てっかい ふっ き

して継続し、闘いの原則を労働者階級の 魂 として断固として貫き勝利して
けいぞく たたか げんそく ろうどうしゃかいきゅう たましい だん こ つらぬ しょう り

いく道に踏み出した。
みち ふ だ

国鉄決戦は、戦争に対してゼネストを闘うために闘う労働組合を組織し、労
こくてつけっせん せんそう たい たたか たたか ろうどうくみあい そ しき ろう

働者の団結をつくり 階級的労働運動を推進していく闘いである この国鉄決戦、 。
どうしゃ だんけつ かいきゅうてきろうどううんどう すいしん たたか こくてつけっせん

の決定的な意義は、安保・国会決戦を通してより鮮明になった。安倍は、改憲・
けっていてき い ぎ あん ぽ こっかいけっせん とお せんめい あ べ かいけん

戦争の攻撃のために、労働組合を圧殺しようとしている。この労働組合圧殺との
せんそう こうげき ろうどうくみあい あっさつ ろうどうくみあいあっさつ

最大の攻防が、国鉄決戦だ。ここで勝ちぬいて、戦争に向かう具体的な動きに対
さいだい こうぼう こくてつけっせん か せんそう む ぐ たいてき うご たい

する労働者階級の怒りと決起の先頭に立ち、そのヘゲモニーをとりながら革命
ろうどうしゃかいきゅう いか けっ き せんとう た かくめい

に向かって闘っていくのだ。
む たたか

革共同は２０１５年の重大な挑戦として １０４７名解雇撤回 外注化阻止、 、
かくきょうどう ねん じゅうだい ちょうせん めいかい こ てっかい がいちゅう か そ し

・非正規職撤廃、被曝労働拒否を闘いながら、動労総連合を全国のＪＲ職場
ひ せい き しょくてっぱい ひ ばくろうどうきょ ひ たたか どうろうそうれんごう ぜんこく しょく ば

につくる闘いを全力で進めてきた。動労千葉・動労水戸の闘いに続いて、５
たたか ぜんりょく すす どうろう ち ば どうろう み と たたか つづ

・ 国労臨大闘争弾圧粉砕の裁判闘争を闘いぬいた国労共闘の労働者が断固た27
こくろうりんたいとうそうだんあつふんさい さいばんとうそう たたか こくろうきょうとう ろうどうしゃ だん こ
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る決断をして国労から結集し、外注先のグループ会社で働く青年労働者とと
けつだん こくろう けっしゅう がいちゅうさき がいしゃ はたら せいねんろうどうしゃ

もに立ち上がった そして２月動労神奈川 ７月動労総連合・新潟 ９月動労福島。 、 、
た あ がつどうろう か な がわ がつどうろうそうれんごう にいがた がつどうろうふくしま

が結成され、各地で組織拡大に向けた闘いが続けられている。
けっせい かく ち そ しきかくだい む たたか つづ

この動労総連合の全国的建設の前進の中で、９～ 月、全国 カ所で国鉄10 50
どうろうそうれんごう ぜんこくてきけんせつ ぜんしん なか がつ ぜんこく しょ こくてつ

集会を開催し、決戦陣形を大きく発展させた。 ・１集会は、この国鉄決戦を11
しゅうかい かいさい けっせんじんけい おお はってん しゅうかい こくてつけっせん

階級闘争の推進軸としてますます大きな存在に押し上げた。
かいきゅうとうそう すいしんじく おお そんざい お あ

動労総連合建設と一体で合同・一般労組全国協議会の飛躍的前進がかちとら
どうろうそうれんごうけんせつ いったい ごうどう いっぱんろう そ ぜんこくきょう ぎ かい ひ やくてきぜんしん

れた。ＪＲで清掃業務を担う外注先の非正規労働者が動労総連合に結集して
せいそうぎょう む にな がいちゅうさき ひ せい き ろうどうしゃ どうろうそうれんごう けっしゅう

いる。彼らがストライキをやれば、電車を動かすことができない。合同・一般全
かれ でんしゃ うご ごうどう いっぱんぜん

国協は、ＪＲと下請け関連会社を含めた組織化で、動労総連合建設を全力で担
こくきょう した う かんれんがいしゃ ふく そ しき か どうろうそうれんごうけんせつ ぜんりょく にな

う組織方針を確立した。
そ しきほうしん かくりつ

合同労組の闘いの中から、東京西部ユニオン鈴木コンクリート工業分会の
ごうどうろう そ たたか なか とうきょうせい ぶ すず き こうぎょうぶんかい

闘争の教訓が出されている。職場・生産点での闘いにこだわり、一人の仲間
とうそう きょうくん だ しょく ば せいさんてん たたか ひと り なか ま

も見捨てないという徹底した団結論に立って 動労千葉労働運動を全産業で実践、
み す てってい だんけつろん た どうろう ち ば ろうどううんどう ぜんさんぎょう じっせん

できることを見事に示した。これに続いていくつもの職場で、国鉄決戦と一体
み ごと しめ つづ しょく ば こくてつけっせん いったい

となった闘いが進んだ。
たたか すす

⑶ 労働者階級の怒りを解き放った安保国会闘争の高揚
ろうどうしゃかいきゅう いか と はな あん ぽ こっかいとうそう こうよう

・１集会は、７～９月安保国会決戦と国鉄闘争が結合した闘いとしてかち11
しゅうかい がつあん ぽ こっかいけっせん こくてつとうそう けつごう たたか

とられた。

安保国会闘争は、日本共産党スターリン主義の露骨な政治のもとで行われて
あん ぽ こっかいとうそう に ほんきょうさんとう しゅ ぎ ろ こつ せい じ おこな

。 、いた だが実際にそこに結集してきた多くの人びとはそれをのりこえて決起し
じっさい けっしゅう おお ひと けっ き
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闘いは急速に高揚していった。国会前での闘争は、溶鉱炉のように熱く燃え上
たたか きゅうそく こうよう こっかいまえ とうそう ようこう ろ あつ も あ

がった。

日本の労働者階級はいざとなったら絶対に立ち上がるのだ。この７～９月安
に ほん ろうどうしゃかいきゅう ぜったい た あ がつあん

保国会決戦が見事にぶちぬいた成果を十分に吸 収して、 月集会はかちとら11
ぽ こっかいけっせん み ごと せい か じゅうぶん きゅうしゅう がつしゅうかい

れた。

国会前で沸き上がった１００万人の決起、全国１千万の決起は、階級の力そ
こっかいまえ わ あ まんにん けっ き ぜんこくいっせんまん けっ き かいきゅう ちから

のものである。それは戦後 年の地平であるとともに、革共同 年の闘いが70 50
せん ご ねん ち へい かくきょうどう ねん たたか

階級の中に蓄積され、大地に種がまかれ芽が出ていたことを示すものである。
かいきゅう なか ちくせき だい ち しゅ め で しめ

広範な労働者人民が 年安保闘争や 年安保・沖縄闘争を思い起こし、階級の60 70
こうはん ろうどうしゃじんみん ねんあん ぽ とうそう ねんあん ぽ おきなわとうそう おも お かいきゅう

歴史を背負って必然性をもって立ち上がったのだ。そして革共同の登場を圧倒
れき し せ お ひつぜんせい た あ かくきょうどう とうじょう あっとう

的に待望していた。
てき たいぼう

動労千葉・動労水戸や全学連（斎藤郁真委員長）を始めとした階級的労働運
どうろう ち ば どうろう み と ぜんがくれん さいとういく ま い いんちょう はじ かいきゅうてきろうどううん

動潮 流の「私たちはストライキで闘う」の訴えに、つめかけた労働者人民
どうちょうりゅう わたし たたか うった ろうどうしゃじんみん

は拍手喝采（かっさい）した。われわれは、この１００万人の戦闘力を最もよ
はくしゅかっさい まんにん せんとうりょく もっと

く体現して闘った。
たいげん たたか

さらに重要なことは、全学連を先頭に、青年・学生が１００万大衆に通じる
じゅうよう ぜんがくれん せんとう せいねん がくせい まんたいしゅう つう

アジテーションを行い、その先頭で闘って学び成長する新たな経験をかちと
おこな せんとう たたか まな せいちょう あら けいけん

ったことである。公安警察と示し合わせて襲いかかってきたごろつきまがいのフ
こうあんけいさつ しめ あ おそ

ァシストを、全学連は固い団結の力でものの見事にはね返した。９月国会決戦
ぜんがくれん かた だんけつ ちから み ごと かえ がつこっかいけっせん

の最大の山場における主流派は、紛れもなく全学連と中核派であった。
さいだい やま ば しゅりゅう は まぎ ぜんがくれん ちゅうかく は

世界戦争情勢の進展のもとで、安倍が安保・戦争法をもって本気で戦争に向
せ かいせんそうじょうせい しんてん あ べ あん ぽ せんそうほう ほん き せんそう む

かっていることへの怒りと決起が猛然と巻き起こっている。それは国会前だけで
いか けっ き もうぜん ま お こっかいまえ

はなく、日本全土のあらゆるところで起きている。ここで階級の指導部が燃え
に ほんぜん ど お かいきゅう し どう ぶ も
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て立ち、革命に向かって明確な意識性をもって労働者階級を組織していく時代
た かくめい む めいかく い しきせい ろうどうしゃかいきゅう そ しき じ だい

が来ている。
き

われわれは改憲・戦争を 階級的労働運動の先端に位置する国鉄決戦で切り裂、
かいけん せんそう かいきゅうてきろうどううんどう せんたん い ち こくてつけっせん き さ

き 動労総連合を建設していく力で国会決戦に総決起していった 闘う労働組合、 。
どうろうそうれんごう けんせつ ちから こっかいけっせん そうけっ き たたか ろうどうくみあい

をうち立てなければ 支配階級を揺るがすことは絶対にできない この労働組合、 。
た し はいかいきゅう ゆ ぜったい ろうどうくみあい

、 、の闘いは 労働者階級が自国政府を打倒して戦争を止めることができるという
たたか ろうどうしゃかいきゅう じ こくせい ふ だ とう せんそう と

レーニンとロシア革命以来の闘いの実践である。
かくめい い らい たたか じっせん

われわれの闘いは、安倍の「戦後 年」攻撃を根幹において粉砕した。安倍70
たたか あ べ せん ご ねん こうげき こんかん ふんさい あ べ

は一昨年の集団的自衛権行使容認の閣議決定に続き、昨年８月の「戦後 年談70
いっさくねん しゅうだんてき じ えいけんこう し ようにん かく ぎ けってい つづ さくねん がつ せん ご ねんだん

話」で「戦後レジームからの脱却」を宣言することを策動した。これに対して
わ せん ご だっきゃく せんげん さくどう たい

われわれは 階級的労働運動と国際連帯で安倍を倒し戦争を阻止する路線を鮮明、
かいきゅうてきろうどううんどう こくさいれんたい あ べ たお せんそう そ し ろ せん せんめい

にして、春から夏、そして秋の決戦に突入していった。
はる なつ あき けっせん とつにゅう

７・１閣議決定一周年の７月５日 許すな改憲！大行動 の大集会が圧倒的、「 」
かく ぎ けっ いっしゅうねん がついつ か ゆる かいけん だいこうどう だいしゅうかい あっとうてき

にかちとられ、改憲阻止１０００万署名の開始が意気高く宣言された。続いて、
かいけん そ し まんしょめい かい し い き たか せんげん つづ

８・６広島―８・９長崎反戦反核闘争と川内原発再稼働阻止闘争の高揚、さらに
ひろしま ながさきはんせんはんかくとうそう せんだいげんぱつさい か どう そ し とうそう こうよう

８・ 集会の「夏の陣」が、国会決戦と結合して熱く闘われた。８月 日15 1 4
しゅうかい なつ じん こっかいけっせん けつごう あつ たたか がつ じゅうよっ か

、 、 。の安倍談話は 労働者人民の怒りに痛撃されてボロボロになり 完全に破産した
あ べ だん わ ろうどうしゃじんみん いか つうげき かんぜん は さん

だが安倍は、その中でも自らの極右的歴史観を押し出そうとして必死にあが
あ べ なか みずか きょく う てきれき し かん お だ ひっ し

いた。戦争・改憲にあくまで突き進もうとする安倍を前に、安倍を打倒できるの
せんそう かいけん つ すす あ べ まえ あ べ だ とう

は労働者階級のゼネストだということがいよいよはっきりした。
ろうどうしゃかいきゅう

⑷ 韓国ゼネストと連帯して共に闘いとった路線的地平
かんこく れんたい とも たたか ろ せんてき ち へい
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・１労働者集会に続いて ・ ソウルでの大闘争に、１００人をこえる動11 11 14
ろうどうしゃしゅうかい つづ だいとうそう にん どう

労千葉訪韓団が参加して民主労総とともに闘ったことは ２０１５年の国際連帯、
ろう ち ば ほうかんだん さん か みんしゅろうそう たたか ねん こくさいれんたい

の画期をなすものとなった。東アジアにおけるプロレタリア革命の現実性をま
かっ き ひがし かくめい げんじつせい

ざまざと示す偉大な闘いが前進している。このことを肌で実感したことは、２
しめ い だい たたか ぜんしん はだ じっかん

０１６年決戦―２０１０年代中期階級決戦の勝利にとってかけがえのない経
ねんけっせん ねんだいちゅう き かいきゅうけっせん しょう り けい

験だ。
けん

韓国においても 「命より金」の新自由主義に対する労働者人民の怒りが巨大、
かんこく いのち かね しん じ ゆうしゅ ぎ たい ろうどうしゃじんみん いか きょだい

な規模で生み出されている。パククネ政権はこの間 「より容易な解雇、より低、
き ぼ う だ せいけん かん よう い かい こ ひく

い賃金、より多くの非正規職」を強制する労働市場構造改革を一気に強行し
ちんぎん おお ひ せい き しょく きょうせい ろうどう し じょうこうぞうかいかく いっ き きょうこう

ようとしてきた。さらに、かつての軍事独裁政権を賛美する歴史教科書を全国
ぐん じ どくさいせいけん さん び れき し きょう か しょ ぜんこく

一律に導入しようとする国定教科書攻撃をも加えてきた。
いちりつ どうにゅう こくていきょう か しょこうげき くわ

民主労総はハンサンギュン委員長のもと、生きるための根源的な要求を掲げ
みんしゅろうそう い いんちょう い こんげんてき ようきゅう かか

て４月、７月、９月とゼネストに決起。 月 日には民主労総組合員に農民11 1 4
がつ がつ がつ けっ き がつ じゅうよっ か みんしゅろうそうくみあいいん のうみん

・露天商・学生・市民を加えた 万人をソウルに結集し、大統領府に迫る全15
ろ てんしょう がくせい し みん くわ まんにん けっしゅう だいとうりょう ふ せま ぜん

民衆総決起の大闘争をうちぬいた。行く手を阻む警察の阻止戦を突破する激突
みんしゅうそうけっ き だいとうそう ゆ て はば けいさつ そ し せん とっ ぱ げきとつ

が深夜まで続いた。労働組合のもとに団結して生きぬく道を選んだ労働者の闘
しん や つづ ろうどうくみあい だんけつ い みち えら ろうどうしゃ たたか

いによって、ソウルは一日中 「労働者の街」になった。、
いちにちじゅう ろうどうしゃ まち

「労働者の世の中をつくろう」を掲げて迫る労働改悪阻止ゼネストのうねりに
ろうどうしゃ よ なか かか せま ろうどうかいあく そ し

恐怖したパククネは、民主労総の闘いを「イスラム国 （ＩＳ）の無差別テロ」
きょう ふ みんしゅろうそう たたか こく む さ べつ

と同列に扱って集会・デモを禁止するなどの、常軌を逸した凶暴な弾圧に出
どうれつ あつか しゅうかい きん し じょう き いっ きょうぼう だんあつ で

てきた。 月 日にはハンサンギュン委員長を逮捕し、 年光州蜂起の鎮圧時12 10 80
がつ とお か い いんちょう たい ほ ねんこうしゅうほう き ちんあつ じ

にも使われた 騒擾 そうじょう 罪 を軍事独裁政権崩壊後初めて発動して 闘「 （ ） 」 、
つか そうじょう ざい ぐん じ どくさいせいけんほうかい ご はじ はつどう たたか

いの圧殺に必死となっている。
あっさつ ひっ し



- 11 -

前進 第 号 ～ 面 革共同政治局の 年１・１アピール2712 9 12 2016

民主労総はこれに対し 万組合員の全員がハンサンギュンだ 労働者民衆、「 」「80
みんしゅろうそう たい まんくみあいいん ぜんいん ろうどうしゃみんしゅう

に銃口を向けて永続した政権はない」と宣言し、ますます不退転の決意を固め
じゅうこう む えいぞく せいけん せんげん ふ たいてん けつ い かた

て立ち上がっている。 月 日には金属労組 万がゼネストに突入した。パク12 16 15
た あ がつ にち きんぞくろう そ まん とつにゅう

クネ政権は労働法の全面改悪を力ずくでも押し通そうと躍起になっているが、
せいけん ろうどうほう ぜんめんかいあく ちから お とお やっ き

しかし民主労総のゼネストは、これは労働者の生存権を奪う絶対悪であるという
みんしゅろうそう ろうどうしゃ せいぞんけん うば ぜったいあく

全社会的な認識をつくり出している。弾圧の激化は、パククネと労働者人民の全
ぜんしゃかいてき にんしき だ だんあつ げき か ろうどうしゃじんみん ぜん

面激突をさらに強め革命へのプロセスを促進するだけだ。
めんげきとつ つよ かくめい そくしん

こうした闘いの土台に、全労働者階級の「先鋒隊」となり、韓国全土を駆け
たたか ど だい ぜんろうどうしゃかいきゅう せんぽうたい かんこくぜん ど か

めぐって現場をオルグし組織した、民主労総の中核を担う１万人の労組幹部・
げん ば そ しき みんしゅろうそう ちゅうかく にな まんにん ろう そ かん ぶ

活動家集団がいる 職場生産点からの決起を進め 闘う労働組合の拠点を無数。 、
かつどう か しゅうだん しょく ば せいさんてん けっ き すす たたか ろうどうくみあい きょてん む すう

に組織して、いくつもの試練をのりこえてきた。われわれもこれに学び、熱烈な
そ しき し れん まな ねつれつ

オルグ集団となって職場生産点を縦横に組織する力を持たなくてはならな
しゅうだん しょく ば せいさんてん じゅうおう そ しき ちから も

い。

・１労働者集会と民主労総のゼネスト決起は、 ・ パリ襲撃事件の反11 11 13
ろうどうしゃしゅうかい みんしゅろうそう けっ き しゅうげき じ けん はん

革命性と絶望の対極にあって、労働者階級の国際連帯とゼネスト、プロレタリ
かくめいせい ぜつぼう たいきょく ろうどうしゃかいきゅう こくさいれんたい

ア革命の勝利性を鮮烈に示している。 世紀のプロレタリア世界革命の確固た21
かくめい しょう り せい せんれつ しめ せい き せ かいかくめい かっ こ

る主体が、ここにうち立てられつつある。
しゅたい た

⑸ 原発再稼働と全面対決し被曝労働拒否の闘いが前進
げんぱつさい か どう ぜんめんたいけつ ひ ばくろうどうきょ ひ たたか ぜんしん

２０１５年の闘いは反原発闘争においても重要な地平を切り開いた。２０１
ねん たたか はんげんぱつとうそう じゅうよう ち へい き ひら

１年３・ 福島第一原発事故への怒りはけっして収まらない。日帝・安倍の圧殺11
ねん ふくしまだいいちげんぱつ じ こ いか おさ にってい あ べ あっさつ

攻撃を打ち破り、福島の怒りは深く労働者人民をとらえ続けている。
こうげき う やぶ ふくしま いか ふか ろうどうしゃじんみん つづ
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怒りの福島に革命の拠点を築きながら、体制内勢力が主導する首相官邸前行
いか ふくしま かくめい きょてん きず たいせいないせいりょく しゅどう しゅしょうかんていまえこう

動の限界をのりこえ、反原発運動を全原発廃炉・再稼働阻止に向かって導く闘
どう げんかい はんげんぱつうんどう ぜんげんぱつはい ろ さい か どう そ し む みちび たたか

いを、国鉄闘争―階級的労働運動が切り開いている。 波になろうとする動労20
こくてつとうそう かいきゅうてきろうどううんどう き ひら ぱ どうろう

水戸の被曝労働拒否のストライキだ この闘いは 放射能汚染地域への帰還強制。 、
み と ひ ばくろうどうきょ ひ たたか ほうしゃのう お せん ち いき き かんきょうせい

に怒る地域住民の心をつかみ、決定的なことには原発労働者とつながり、全原
いか ち いきじゅうみん こころ けっていてき げんぱつろうどうしゃ ぜんげん

発廃炉の現実性を示してきた。８・ 川内原発再稼働阻止現地闘争において、動10
ぱつはい ろ げんじつせい しめ せんだいげんぱつさい か どう そ し げん ち とうそう どう

労水戸は、労働組合が被曝労働を拒否し原発労働者もともに立ち上がろうと訴
ろう み と ろうどうくみあい ひ ばくろうどう きょ ひ げんぱつろうどうしゃ た あ うった

えて、全参加者の圧倒的な共感を集めた。
ぜんさん か しゃ あっとうてき きょうかん あつ

動労水戸の闘いとともに、自治体の労働組合を軸にしたきわめて重要な取り
どうろう み と たたか じ ち たい ろうどうくみあい じく じゅうよう と

組みがかちとられた。９月 日、高浜原発から ㌔の位置にある舞鶴市で、地13 11
く がつ にち たかはまげんぱつ い ち まいづる し じ

元自治体の労組が中心となった高浜原発再稼働阻止集会とデモが大成功した。
もと じ ち たい ろう そ ちゅうしん たかはまげんぱつさい か どう そ し しゅうかい だいせいこう

続いて 月８～９日に行われた伊方原発再稼働のための原子力総合防災訓練11
つづ がつ ここの か おこな い かたげんぱつさい か どう げん し りょくそうごうぼうさいくんれん

に対して、愛媛県職労とＮＡＺＥＮえひめの呼びかけで抗議行動が取り組まれ
たい え ひめけんしょくろう よ こう ぎ こうどう と く

た。ついに、原発の地元自治体の労働組合が、全原発廃炉・再稼働阻止、被曝労
げんぱつ じ もと じ ち たい ろうどうくみあい ぜんげんぱつはい ろ さい か どう そ し ひ ばくろう

働拒否を掲げて立ち上がったのだ。
どうきょ ひ かか た あ

⑹ あらゆる反動を打ち破り全学連が闘いの最前線に！
はんどう う やぶ ぜんがくれん たたか さいぜんせん

、 、学生戦線は 大学キャンパスでの大党派闘争を闘いぬいて国会前に駆けつけ
がくせいせんせん だいがく だいとう は とうそう たたか こっかいまえ か

労働者人民の先頭で決起した 実力闘争を牽引 けんいん し 膨大な大衆と結。 （ ） 、
ろうどうしゃじんみん せんとう けっ き じつりょくとうそう けんいん ぼうだい たいしゅう むす

びつく手ごたえをつかみとった。たくましく成長した全学連の力におびえた国
て せいちょう ぜんがくれん ちから こっ

家権力は ５月の公安スパイ摘発・粉砕を 監禁致傷 とデッチあげて弾圧を加、 「 」
か けんりょく がつ こうあん てきはつ ふんさい かんきん ち しょう だんあつ くわ

えた。完黙・非転向の闘いと国会前―全国を貫く怒りの力でこの弾圧を粉砕
かんもく ひ てんこう たたか こっかいまえ ぜんこく つらぬ いか ちから だんあつ ふんさい
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した全学連は 怒りを倍加させ ・ 京大バリケードストライキを日帝・安倍、 、10 27
ぜんがくれん いか ばい か きょうだい にってい あ べ

にたたきつけた。

全学連は、以下の方針を明確にして闘ってきた。①現代における戦争は一握
ぜんがくれん い か ほうしん めいかく たたか げんだい せんそう ひとにぎ

りの支配階級の利益のための戦争であり 国家固有の自衛権 なるものを労働者、「 」
し はいかいきゅう り えき せんそう こっ か こ ゆう じ えいけん ろうどうしゃ

・学生は断じて認めない ② 戦争は政治の延長 であり 戦争を必然とする社会。「 」 、
がくせい だん みと せんそう せい じ えんちょう せんそう ひつぜん しゃかい

そのものを根本から変革しなければならないこと。③したがって、国境をこえ
こんぽん へんかく こっきょう

て団結しストライキで自国政府を打倒すること。④安倍戦争政治と闘い、全国
だんけつ じ こくせい ふ だ とう あ べ せんそうせい じ たたか ぜんこく

の大学で学生自治会を建設すること。そして１月冒頭以来、ＩＳによるパリでの
だいがく がくせい じ ち かい けんせつ がつぼうとう い らい

無差別襲撃事件を契機とした大政翼賛会的状 況を突き破り、幾度も国会行動
む さ べつしゅうげき じ けん けい き たいせいよくさんかいてきじょうきょう つ やぶ いく ど こっかいこうどう

に立ち上がり、反戦闘争を全力で牽引した。
た あ はんせんとうそう ぜんりょく けんいん

この中で日本共産党スターリン主義やシールズの愛国運動との党派闘争を激
なか に ほんきょうさんとう しゅ ぎ あいこくうんどう とう は とうそう はげ

しく闘い、首都圏における大きな前進をかちとった。法大闘争の不屈の継続と
たたか しゅ と けん おお ぜんしん ほうだいとうそう ふ くつ けいぞく

発展が、この闘いを土台で支える決定的な力を発揮した。
はってん たたか ど だい ささ けっていてき ちから はっ き

また、東京都杉並区を戦場にした 年末の衆議院選挙闘争、 年の区議会14 15
とうきょう と すぎなみ く せんじょう ねんまつ しゅう ぎ いんせんきょとうそう ねん く ぎ かい

議員選挙闘争に猛然と決起し、革命的選挙闘争を大きく発展させた。
ぎ いんせんきょとうそう もうぜん けっ き かくめいてきせんきょとうそう おお はってん

さらに民主労総との連帯を、日本の労働者階級人民の先頭に立って貫いた。
みんしゅろうそう れんたい に ほん ろうどうしゃかいきゅうじんみん せんとう た つらぬ

民主労総の闘いに学び、あらゆる決戦の基盤に新自由主義大学と闘う学生自治
みんしゅろうそう たたか まな けっせん き ばん しん じ ゆうしゅ ぎ だいがく たたか がくせい じ ち

会建設をすえて闘った。京大、沖縄大、東北大、広島大における自治会執行部
かいけんせつ たたか きょうだい おきなわだい とうほくだい ひろしまだい じ ち かいしっこう ぶ

選挙を ゼネスト執行部を樹立する闘いとして貫き勝利した 学生自治会は闘、 。
せんきょ しっこう ぶ じゅりつ たたか つらぬ しょう り がくせい じ ち かい たたか

う団結の砦（とりで）であり、ストライキは革命の学校である。
だんけつ とりで かくめい がっこう

⑺ 全国で星野奪還を闘う
ぜんこく ほし の だっかん たたか
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今年で獄中 年目を迎える星野文昭同志の再審勝利・奪還へ、２０１５年42
こ とし ごくちゅう ねん め むか ほし の ふみあきどう し さいしんしょう り だっかん ねん

は大きな前進をかちとった。
おお ぜんしん

昨年９・６徳島刑務所包囲闘争には全国から７２０人が結集した 参加者全員。
さくねん とくしまけい む しょほう い とうそう ぜんこく にん けっしゅう さん か しゃぜんいん

がこの「集団面会」を通して星野奪還の新たな決意をうち固めた。
しゅうだんめんかい とお ほし の だっかん あら けつ い かた

獄壁を打ち破るこの闘いに恐怖した徳島刑務所は、 月から星野同志の獄10
ごくへき う やぶ たたか きょう ふ とくしまけい む しょ がつ ほし の どう し ごく

中処遇を２類から３類に降格するという攻撃をかけてきた。９・６デモに対す
ちゅうしょぐう るい るい こうかく こうげき たい

るまったく不当な報復処分であり、労働者人民の決起に対する圧殺攻撃だ。
ふ とう ほうふくしょぶん ろうどうしゃじんみん けっ き たい あっさつこうげき

57絵画展の開催を通して、星野奪還闘争が全国に拡大している。昨年は全国
かい が てん かいさい とお ほし の だっかんとうそう ぜんこく かくだい さくねん ぜんこく

カ所で星野絵画展が行われた。絵画展は全国に広がり、新しい救援会の発足
しょ ほし の かい が てん おこな かい が てん ぜんこく ひろ あたら きゅうえんかい ほっそく

にもつながっている 星野救援会は全国 まで増えた 労働組合が運動の中軸。 。30
ほし の きゅうえんかい ぜんこく ふ ろうどうくみあい うんどう ちゅうじく

を担うことで、多種多様な運動の結集が可能になった。全証拠開示を迫る闘
にな た しゅ た よう うんどう けっしゅう か のう ぜんしょう こ かい じ せま たたか

いも、絵画展の成功とともに大きく広がった。
かい が てん せいこう おお ひろ

⑻ 日帝中枢との激突に勝利
にっていちゅうすう げきとつ しょう り

日帝・安倍は、戦争法制定と一体でデッチあげの治安弾圧を激化させてきた。
にってい あ べ せんそうほうせいてい いったい ち あんだんあつ げき か

とりわけ、スパイを使った組織破壊攻撃とデッチあげ弾圧である。われわれは国
つか そ しき は かいこうげき だんあつ こっ

家権力への激しい怒りと敵愾（てきがい）心に燃え、徹底的・攻勢的に闘いぬ
か けんりょく はげ いか てきがい しん も てっていてき こうせいてき たたか

いて勝利した。
しょう り

昨年５月 全学連内に入り込んでいたスパイ 元福島大生・樋口正太郎 を摘発、 （ ）
さくねん がつ ぜんがくれんない はい こ もとふくしまだいせい ひ ぐちしょう た ろう てきはっ

。 。し追放した 福島の反原発運動と全学連運動の破壊を目的にしたスパイ化攻撃だ
ついほう ふくしま はんげんぱつうんどう ぜんがくれんうんどう は かい もくてき か こうげき

９月安保国会決戦の大爆発に恐怖した警視庁公安部は、全学連の指導部４人を
がつあん ぽ こっかいけっせん だいばくはつ きょう ふ けい し ちょうこうあん ぶ ぜんがくれん し どう ぶ にん

スパイ樋口への「監禁致傷」をデッチあげて不当逮捕した。革共同は、全学連
ひ ぐち かんきん ち しょう ふ とうたい ほ かくきょうどう ぜんがくれん
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を先頭に猛然たる怒りの反撃をたたきつけて、３週間の激闘で４同志を不起訴
せんとう もうぜん いか はんげき しゅうかん げきとう どう し ふ き そ

奪還した。
だっかん

多額の金品で丸め込み、弱みに付け入ってスパイに仕立て上げていく攻撃は、
た がく きんぴん まる こ よわ つ い し た あ こうげき

労働者人民が求める団結や共同性とは正反対の、分断と裏切りという人間破壊
ろうどうしゃじんみん もと だんけつ きょうどうせい せいはんたい ぶんだん うら ぎ にんげん は かい

の極致だ それは一人の決起と生き方をめぐる激しい攻防だ 戦争に向かう国家。 。
きょく ち ひと り けっ き い かた はげ こうぼう せんそう む こっ か

の腐敗した醜い姿との対決であり、怒りをもって決起すれば必ず粉砕し勝利
ふ はい みにく すがた たいけつ いか けっ き かなら ふんさい しょう り

できることが示された。
しめ

７～８月には、東京・練馬区にある障害者就労支援事業所「オープンスペ
がつ とうきょう ねり ま く しょうがいしゃしゅうろう し えん じ ぎょうしょ

ース街（まち 」に対する「詐欺」デッチあげ弾圧を粉砕し、職員の２同志を）
まち たい さ ぎ だんあつ ふんさい しょくいん どう し

不起訴奪還した 障害者と地域住民の 生きる寄る辺 であり闘いの拠点を破壊。 「 」
ふ き そ だっかん しょうがいしゃ ち いきじゅうみん い よ べ たたか きょてん は かい

するための、卑劣で不正義きわまりない弾圧を粉砕した。
ひ れつ ふ せい ぎ だんあつ ふんさい

日帝権力 中枢とのこうした激突を通して逆に、闘いの陣形を全階級・全
にっていけんりょくちゅうすう げきとつ とお ぎゃく たたか じんけい ぜんかいきゅう ぜん

人民の中に大きく拡大していく展望が切り開かれてきた 街 への弾圧は 都内。「 」 、
じんみん なか おお かくだい てんぼう き ひら まち だんあつ と ない

２５０カ所の作業所を始め、地域住民と障害者の新たな怒りの決起を呼び起
しょ さ ぎょうしょ はじ ち いきじゅうみん しょうがいしゃ あら いか けっ き よ お

こした。２０１５年、日帝が闘う人民の拠点つぶしのために繰り広げた攻撃は
ねん にってい たたか じんみん きょてん く ひろ こうげき

すべて日帝の墓穴に転化した。三里塚でも沖縄でも新たな闘いの炎が燃え上が
にってい ぼ けつ てん か さん り づか おきなわ あら たたか ほのお も あ

り、広がっている。そしてそれは階級的労働運動の前進と結びついて、全戦線
ひろ かいきゅうてきろうどううんどう ぜんしん むす ぜんせんせん

で日帝・安倍を包囲し打倒していく巨大な力へと成長し始めた。
にってい あ べ ほう い だ とう きょだい ちから せいちょう はじ

Ⅱ 国鉄決戦論と階級的団結論を〈革命戦略〉として深化・確立
こくてつけっせんろん かいきゅうてきだんけつろん かくめいせんりゃく しん か かくりつ

人間的共同性の奪還
にんげんてききょうどうせい だっかん
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革共同は２０１５年、党全体が国鉄決戦に突入することによって、動労千葉
かくきょうどう ねん とうぜんたい こくてつけっせん とつにゅう どうろう ち ば

の反合理化・運転保安闘争を柱とした階級的労働運動の核心をあらためてつか
はんごう り か うんてん ほ あんとうそう はしら かいきゅうてきろうどううんどう かくしん

み直してきた。それは 「絶対反対」を貫くことによってこそ階級的団結が生、
なお ぜったいはんたい つらぬ かいきゅうてきだんけつ う

まれると同時に、その団結の中にこそ「絶対反対」が育まれるということだ。
どう じ だんけつ なか ぜったいはんたい はぐく

動労千葉派だけが国鉄闘争の旗を守り、体制内勢力は跡形もなく消え失せてし
どうろう ち ば は こくてつとうそう はた まも たいせいないせいりょく あとかた き う

まったことが、それを証明している。
しょうめい

そこには、労働運動を腐らせてきた「労働者蔑視」との根底的な対決があり、
ろうどううんどう くさ ろうどうしゃべっ し こんていてき たいけつ

。 、労働者に対する絶対的な信頼がある どんな労働者にも世界をひとつに団結させ
ろうどうしゃ たい ぜったいてき しんらい ろうどうしゃ せ かい だんけつ

人間の共同性を奪還する力があるという確信がある。これはマルクス主義の核
にんげん きょうどうせい だっかん ちから かくしん しゅ ぎ かく

心そのものである。
しん

資本主義社会では、労働者は最も根源的な生命活動＝労働を資本家のために
し ほんしゅ ぎ しゃかい ろうどうしゃ もっと こんげんてき せいめいかつどう ろうどう し ほん か

行うことによってしか生存を許されない。協働によって社会的にしか行われ
おこな せいぞん ゆる きょうどう しゃかいてき おこな

ない人間労働を、資本家が私的に所有＝収奪している。どのような労働も、人
にんげんろうどう し ほん か し てき しょゆう しゅうだつ ろうどう にん

間社会が人間社会であり続けるためになくてはならないものだ。胸を張り誇りを
げんしゃかい にんげんしゃかい つづ むね は ほこ

もって生きていくべき、社会にとってかけがえのない一人である労働者が、賃金
い しゃかい ひと り ろうどうしゃ ちんぎん

制度という奴隷制度のもとに縛り付けられ モノ同然の扱いを受けている 資本、 。
せい ど ど れいせい ど しば つ どうぜん あつか う し ほん

のあくなき利潤追求は、人間が共同して生きることを許さない。
り じゅんついきゅう にんげん きょうどう い ゆる

だから この現実の中にたたき込まれた瞬間から 労働者は激しく怒り 団結、 、 、
げんじつ なか こ しゅんかん ろうどうしゃ はげ いか だんけつ

を求める 「ふざけるな！ 労働者は奴隷じゃない！」という叫びが、社会には。
もと ろうどうしゃ ど れい さけ しゃかい

充満している。
じゅうまん

、「 」 。新自由主義は 金もうけこそすべて の資本の本性を極限まで推し進める
しん じ ゆうしゅ ぎ かね し ほん ほんしょう きょくげん お すす

規制緩和と外注化・非正規職化を通して、社会の ％の労働者の力（豊かな99
き せいかん わ がいちゅう か ひ せい き しょく か とお しゃかい ろうどうしゃ ちから ゆた

） 、 。人間労働の能力 を徹底的にすりつぶし 大失業と貧困を恒常化させている
にんげんろうどう のうりょく てっていてき だいしつぎょう ひんこん こうじょう か
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そうすることなしには新自由主義は成り立たない。このことは、資本主義社会が
しん じ ゆうしゅ ぎ な た し ほんしゅ ぎ しゃかい

人間社会として寿命が尽きてしまっていることを示している。同時に、こんな
にんげんしゃかい じゅみょう つ しめ どう じ

、 、社会はひっくり返してやろうというプロレタリアートの革命的決起を 全社会に
しゃかい かえ かくめいてきけっ き ぜんしゃかい

全世界に、一斉につくり出している。
ぜん せ かい いっせい だ

国鉄闘争の到達地平
こくてつとうそう とうたつ ち へい

この階級的団結論の深化の上に、２０１５年の闘いの前進は 「外注化阻止、
かいきゅうてきだんけつろん しん か うえ ねん たたか ぜんしん がいちゅう か そ し

・非正規職撤廃・被曝労働拒否 の路線を 全人民を団結させる国鉄決戦の路線」 、
ひ せい き しょくてっぱい ひ ばくろうどうきょ ひ ろ せん ぜんじんみん だんけつ こくてつけっせん ろ せん

として確立した。
かくりつ

国鉄闘争は 日本における新自由主義の出発点となった国鉄分割・民営化と真、
こくてつとうそう に ほん しん じ ゆうしゅ ぎ しゅっぱつてん こくてつぶんかつ みんえい か ま

っ向から対決し、労働組合の団結こそ新自由主義を打倒する力であることを示
こう たいけつ ろうどうくみあい だんけつ しん じ ゆうしゅ ぎ だ とう ちから しめ

してきた 労働運動をよみがえらせ 資本との戦争にうち勝つことを通して労働者。 、
ろうどううんどう し ほん せんそう か とお ろうどうしゃ

が誇りを取り戻すことができることを示してきた。労働者の階級意識は、労働
ほこ と もど しめ ろうどうしゃ かいきゅう い しき ろうどう

組合に結集して資本と日常的に闘う中で形成されるのだ。
くみあい けっしゅう し ほん にちじょうてき たたか なか けいせい

動労千葉が国鉄分割・民営化絶対反対の大ストライキから 年の激闘を一歩30
どうろう ち ば こくてつぶんかつ みんえい か ぜったいはんたい だい ねん げきとう いっ ぽ

も引くことなく貫いて、今日、第２の分割・民営化攻撃に対して外注化阻止・
ひ つらぬ こんにち だい ぶんかつ みんえい か こうげき たい がいちゅう か そ し

非正規職撤廃を闘い、ＣＴＳ（千葉鉄道サービス）労働者との団結を拡大して
ひ せい き しょくてっぱい たたか ち ば てつどう ろうどうしゃ だんけつ かくだい

いることは、歴史的な地平を切り開いている。
れき し てき ち へい き ひら

年間の外注化阻止闘争は、非正規職化を阻止することが可能であることを15
ねんかん がいちゅう か そ し とうそう ひ せい き しょく か そ し か のう

示した。動労千葉は青年や非正規職労働者の現実と向き合い、格闘する中から
しめ どうろう ち ば せいねん ひ せい き しょくろうどうしゃ げんじつ む あ かくとう なか

外注先の非正規職労働者を組合に獲得している。非正規職労働者には、労働
がいちゅうさき ひ せい き しょくろうどうしゃ くみあい かくとく ひ せい き しょくろうどうしゃ ろうどう

者階級自己解放への根源的な欲求があふれ、労働を奪い返し、団結する力が
しゃかいきゅう じ こ かいほう こんげんてき よっきゅう ろうどう うば かえ だんけつ ちから
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ある。正規と非正規が団結して労働組合をつくり、新自由主義を打倒する階級
せい き ひ せい き だんけつ ろうどうくみあい しん じ ゆうしゅ ぎ だ とう かいきゅう

的共同性をうち立てることは、階級的労働運動とプロレタリア革命の核心的な
てききょうどうせい た かいきゅうてきろうどううんどう かくめい かくしんてき

テーマだ。

動労水戸は、被曝労働の強制に対して「みんなの安全や命を守るのが鉄道労
どうろう み と ひ ばくろうどう きょうせい たい あんぜん いのち まも てつどうろう

働者の労働だ」と絶対反対で立ち上がった。被曝労働は、人間の生命力の発現
どうしゃ ろうどう ぜったいはんたい た あ ひ ばくろうどう にんげん せいめいりょく はつげん

であり人間自身をつくる生命活動でもある労働を、根本から否定する。被曝労働
にんげん じ しん せいめいかつどう ろうどう こんぽん ひ てい ひ ばくろうどう

拒否は、人間労働を奪い返す闘いだ。
きょ ひ にんげんろうどう うば かえ たたか

日帝・安倍の福島圧殺・原発再稼働攻撃を率先して推進するＪＲに対して動労
にってい あ べ ふくしまあっさつ げんぱつさい か どうこうげき そっせん すいしん たい どうろう

水戸は、常磐線延伸＝全線開通阻止・被曝労働拒否のストライキに決起した。
み と じょうばんせんえんしん ぜんせんかいつう そ し ひ ばくろうどうきょ ひ けっ き

労働者と住民への被曝強制を労働組合として断じて許さないというこの闘い
ろうどうしゃ じゅうみん ひ ばくきょうせい ろうどうくみあい だん ゆる たたか

、 、は 仮設住宅の住民や原発労働者・除染労働者の圧倒的な支持と共感を生み
か せつじゅうたく じゅうみん げんぱつろうどうしゃ じょせんろうどうしゃ あっとうてき し じ きょうかん う

強固な団結がつくられた。反合理化・運転保安闘争と被曝労働拒否闘争の画期
きょう こ だんけつ はんごう り か うんてん ほ あんとうそう ひ ばくろうどうきょ ひ とうそう かっ き

的地平を開き 労働組合が地域ソビエト的団結の中心となっていくあり方を現実、
てき ち へい ひら ろうどうくみあい ち いき てきだんけつ ちゅうしん かた げんじつ

に示した。
しめ

動労総連合の意義
どうろうそうれんごう い ぎ

、 、日帝は新自由主義的延命のための最大のポイントを 労働市場の自由裁量化
にってい しん じ ゆうしゅ ぎ てきえんめい さいだい ろうどう し じょう じ ゆうさいりょう か

規制緩和の推進に求めている。それは外注化・民営化―非正規職化と低賃金化
き せいかん わ すいしん もと がいちゅう か みんえい か ひ せい き しょく か ていちんぎん か

の極致を狙う攻撃であり、首切りの自由化を進めるものだ。戦後的労働法制・
きょく ち ねら こうげき くび き じ ゆう か すす せん ご てきろうどうほうせい

雇用関係の転覆、不当労働行為や同意なしの首切りも金銭解決で済ませるなど、
こ ようかんけい てんぷく ふ とうろうどうこう い どう い くび き きんせんかいけつ す

労働者殺しを徹底的に進める攻撃である。
ろうどうしゃころ てっていてき すす こうげき

その決定的な突破口として、鉄道事業の全面外注化・民営化推進に資本・権
けっていてき とっ ぱ こう てつどう じ ぎょう ぜんめんがいちゅう か みんえい か すいしん し ほん けん
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力の中枢が総力を傾注している。鉄道輸出による成長戦略が国際争闘戦
りょく ちゅうすう そうりょく けいちゅう てつどう ゆ しゅつ せいちょうせんりゃく こくさいそうとうせん

における生き残りをかけた日帝の国策となり、大恐慌下の新自由主義的延命策
い のこ にってい こくさく だいきょうこう か しん じ ゆうしゅ ぎ てきえんめいさく

の基軸となっているのだ。敵は労働者の階級的・労働組合的団結の阻止・解体
き じく てき ろうどうしゃ かいきゅうてき ろうどうくみあいてきだんけつ そ し かいたい

にすべてをかけてきており、ここでの攻防こそＪＲにおける（そして階級闘争
こうぼう かいきゅうとうそう

全体における）階級決戦のテーマである。
ぜんたい かいきゅうけっせん

われわれの国鉄決戦―動労総連合建設の路線は、まさにこれと正面から激突
こくてつけっせん どうろうそうれんごうけんせつ ろ せん しょうめん げきとつ

する大決戦なのである。
だいけっせん

国鉄決戦は、動労千葉労働運動に凝 縮された革共同の労働組合運動の全到
こくてつけっせん どうろう ち ば ろうどううんどう ぎょうしゅく かくきょうどう ろうどうくみあいうんどう ぜんとう

達地平を発展させるものだ。われわれはここにおいて、１千万労働者人民と結合
たつ ち へい はってん いっせんまんろうどうしゃじんみん けつごう

する路線的・組織的地平をつかみとった。その具体的実践が、動労総連合を全国
ろ せんてき そ しきてき ち へい ぐ たいてきじっせん どうろうそうれんごう ぜんこく

につくり出していく闘いだ。この地平は、国鉄決戦をめぐるＪＲ総連カクマル
だ たたか ち へい こくてつけっせん そうれん

との激しい闘いとその勝利の上に、ついにかちとられたものである。
はげ たたか しょう り うえ

歴史的な反革命である国鉄分割・民営化で誕生したＪＲ資本は、日帝ブルジ
れき し てき はんかくめい こくてつぶんかつ みんえい か たんじょう し ほん にってい

ョアジーの中枢と言うべき「国策企業」であり、階級支配の最大の焦点であ
ちゅうすう い こくさく き ぎょう かいきゅう し はい さいだい しょうてん

り、だからこそ最大の破綻点でもある。
さいだい は たんてん

動労総連合の全国建設は、正規と非正規が同じ組合に集まって、ストライキで
どうろうそうれんごう ぜんこくけんせつ せい き ひ せい き おな くみあい あつ

日帝の大動脈であるＪＲ（日帝そのもの）を揺るがす闘いである。そうした労
にってい だいどうみゃく にってい ゆ たたか ろう

組拠点を全国にうち立て、ＪＲの外注化や被曝の強制と絶対非和解で闘いぬ
そ きょてん ぜんこく た がいちゅう か ひ ばく きょうせい ぜったい ひ わ かい たたか

いて、革共同の労働運動をつくり出すという方針である。
かくきょうどう ろうどううんどう だ ほうしん

それは当然にも激烈な党派闘争であり、体制内指導部との労働組合と労働運動
とうぜん げきれつ とう は とうそう たいせいない し どう ぶ ろうどうくみあい ろうどううんどう

をめぐる路線闘争、権力闘争に、一歩も引かずに勝利しぬくという戦闘宣言で
ろ せんとうそう けんりょくとうそう いっ ぽ ひ しょう り せんとうせんげん

ある。

そしてついに、資本・権力との攻防が最も激しく、体制内労働運動指導部の
し ほん けんりょく こうぼう もっと はげ たいせいないろうどううんどう し どう ぶ
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支配が最も強い首都・東京（ＪＲ体制のど真ん中）において、動労総連合の旗
し はい もっと つよ しゅ と とうきょう たいせい ま なか どうろうそうれんごう はた

をあげるときが来た。これは革命そのものだ。プロレタリア革命に向かってゼネ
き かくめい かくめい む

ストを闘いとる労働組合の拠点建設に勝利しよう。
たたか ろうどうくみあい きょてんけんせつ しょう り

地区党建設の核心
ち く とうけんせつ かくしん

われわれはまた、すべての戦線的闘いを地区党の正面課題として組織論的に
せんせんてきたたか ち く とう しょうめん か だい そ しきろんてき

位置づけることに成功し、そこに実践的に踏み込んだ。
い ち せいこう じっせんてき ふ こ

階級的労働運動路線で革命に勝利していく闘いは、労働運動（労働組合）
かいきゅうてきろうどううんどう ろ せん かくめい しょう り たたか ろうどううんどう ろうどうくみあい

だけあればいいというものではけっしてない。労働組合は、労働者の基礎的団結
ろうどうくみあい ろうどうしゃ き そ てきだんけつ

形態として資本との日常的な闘いを組織する。しかしそれだけでは足りない。
けいたい し ほん にちじょうてき たたか そ しき た

帝国主義による労働者階級への差別・分断支配と闘うすべての戦線は、新自由
ていこくしゅ ぎ ろうどうしゃかいきゅう さ べつ ぶんだん し はい たたか せんせん しん じ ゆう

主義をうち砕き団結をつくり出していく最先端の闘いだ。
しゅ ぎ くだ だんけつ だ さいせんたん たたか

入管闘争、部落解放闘争、女性解放闘争、障害者解放闘争など、差別に対す
にゅうかんとうそう ぶ らくかいほうとうそう じょせいかいほうとうそう しょうがいしゃかいほうとうそう さ べつ たい

る根底からの人間的怒りに根ざす闘いを、労働者階級の団結とプロレタリア革
こんてい にんげんてきいか ね たたか ろうどうしゃかいきゅう だんけつ かく

命による全面的な解放を求める闘いへと発展させなくてはならない。労働組合
めい ぜんめんてき かいほう もと たたか はってん ろうどうくみあい

を拠点に地域全体を組織していく闘いが必要である。それを担うのは地区党で
きょてん ち いきぜんたい そ しき たたか ひつよう にな ち く とう

あることを明確にして、闘いを開始した。
めいかく たたか かい し

Ⅲ 大恐慌の全面激化―世界戦争危機―全世界で革命情勢成熟
だいきょうこう ぜんめんげき か せ かいせんそう き き ぜん せ かい かくめいじょうせいせいじゅく

⑴ 大恐慌を一層激化させる中国バブル崩壊と米利上げ
だいきょうこう いっそうげき か ちゅうごく ほうかい べい り あ
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第３次世界大戦とは、帝国主義間・大国間の激しい争闘戦であり、相互のつぶ
だい じ せ かいたいせん ていこくしゅ ぎ かん たいこくかん はげ そうとうせん そう ご

し合いである。核戦争にも行き着く世界の破壊と労働者人民の大虐殺である。
あ かくせんそう い つ せ かい は かい ろうどうしゃじんみん だいぎゃくさつ

現在の世界戦争情勢を根底で規定しているものは、世界大恐慌だ。
げんざい せ かいせんそうじょうせい こんてい き てい せ かいだいきょうこう

最末期帝国主義の絶望的延命形態としての新自由主義のもとで、歴史的に蓄積
さいまっ き ていこくしゅ ぎ ぜつぼうてきえんめいけいたい しん じ ゆうしゅ ぎ れき し てき ちくせき

されてきた過剰資本・過剰生産力の矛盾は、 年の８・９パリバショックと07
か じょう し ほん か じょうせいさんりょく む じゅん ねん

年の９・ リーマンショックに始まる世界大恐慌の爆発で全面的に暴露され08 15
ねん はじ せ かいだいきょうこう ばくはつ ぜんめんてき ばく ろ

た。この大恐慌はより直接的には、資本主義・帝国主義の最末期の新自由主義
だいきょうこう ちょくせつてき し ほんしゅ ぎ ていこくしゅ ぎ さいまっ き しん じ ゆうしゅ ぎ

と、その全世界的な金融自由化の矛盾と大破綻の帰結である。
ぜん せ かいてき きんゆう じ ゆう か む じゅん だい は たん き けつ

大恐慌は、 年夏以降の中国の不動産・住宅バブルの崩壊と、ＥＵ・ユー14
だいきょうこう ねんなつ い こう ちゅうごく ふ どうさん じゅうたく ほうかい

ロ圏の大不況・デフレ化で 「恐慌の中の恐慌」に突入した。だが大恐慌、
けん だい ふ きょう か きょうこう なか きょうこう とつにゅう だいきょうこう

は今、さらに本格的全面的激化の過程にある。
いま ほんかくてきぜんめんてきげき か か てい

年を超える大恐慌29
ねん こ だいきょうこう

これは単なる「世界金融危機」ではない。第２次世界大戦に行き着いた１９２
たん せ かいきんゆう き き だい じ せ かいたいせん い つ

９年の大恐慌を超える、歴史的に後のない大恐慌だ。財政・金融政策を総動員
ねん だいきょうこう こ れき し てき あと だいきょうこう ざいせい きんゆうせいさく そうどういん

し、超金融緩和・量的緩和を続けても、大恐慌はどこまでも激化していく。
ちょうきんゆうかん わ りょうてきかん わ つづ だいきょうこう げき か

世界経済はもっと収 縮し 分裂・ブロック化して 帝国主義と大国は経済も政治、 、
せ かいけいざい しゅうしゅく ぶんれつ か ていこくしゅ ぎ たいこく けいざい せい じ

も軍事化・戦争化を強め、市場と資源・領土をめぐる争闘戦と戦争へと急坂
ぐん じ か せんそう か つよ し じょう し げん りょう ど そうとうせん せんそう きゅうはん

を転げ落ちていく。
ころ お

大恐慌対策として日・米・欧の帝国主義が、ゼロ金利と超金融緩和・量的
だいきょうこうたいさく にち べい おう ていこくしゅ ぎ きん り ちょうきんゆうかん わ りょうてき

緩和政策を推進してきた一方で、残存スターリン主義の中国は１９８０年代以
かん わ せいさく すいしん いっぽう ざんそん しゅ ぎ ちゅうごく ねんだい い

来、外国資本を導入し資本主義的政策を進めて超大国化し 「世界の工場」、
らい がいこく し ほん どうにゅう し ほんしゅ ぎ てきせいさく すす ちょうたいこく か せ かい こうじょう
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＝生産基地となり巨大市場ともなってきた。その中国が恐慌対策としてとっ
せいさん き ち きょだい し じょう ちゅうごく きょうこうたいさく

た４兆元（約 兆円）の財政投入が、大恐慌下の世界経済の「救世主」と60
ちょうげん やく ちょうえん ざいせいとうにゅう だいきょうこう か せ かいけいざい きゅうせいしゅ

なり、帝国主義と新興諸国の一時的延命を支えた。
ていこくしゅ ぎ しんこうしょこく いち じ てきえんめい ささ

、だがそれは投資主体である中国の地方政府を財政破綻にたたき込むと同時に
とう し しゅたい ちゅうごく ち ほうせい ふ ざいせい は たん こ どう じ

不動産・住宅バブルと巨大な「過剰資本・過剰生産力」の形成を加速し、つ
ふ どうさん じゅうたく きょだい か じょう し ほん か じょうせいさんりょく けいせい か そく

いには 年夏以降の不動産・住宅バブルの崩壊と、中国経済全体の大減速へ14
ねんなつ い こう ふ どうさん じゅうたく ほうかい ちゅうごくけいざいぜんたい だいげんそく

と行き着いた。
い つ

昨年６月末から８月過程の上 海株バブルの大暴落は、不動産・住宅バブルの
さくねん がつまつ がつ か てい しゃんはいかぶ だいぼうらく ふ どうさん じゅうたく

崩壊で行き場を失った過剰マネーが殺到した結果、世界を揺るがす「中国シ
ほうかい い ば うしな か じょう さっとう けっ か せ かい ゆ ちゅうごく

ョック」として爆発したものだ。
ばくはっ

こうした中で昨年 月 日 ついに米連邦準備制度理事会 ＦＲＢ が９年半12 16 、 （ ）
なか さくねん がつ にち べいれんぽうじゅん び せい ど り じ かい ねんはん

ぶりに利上げに踏み切り、７年間続いた実質ゼロ金利政策を解除した。これは今
り あ ふ き ねんかんつづ じっしつ きん り せいさく かいじょ いま

、 （ 、 、 ）やらなければやる機会を失い 大恐慌対策の量的金融緩和 ＱＥ１ ２ ３
き かい うしな だいきょうこうたいさく りょうてききんゆうかん わ

が生み出した株式などの再バブル化が、手に負えなくなることへの恐怖にから
う だ かぶしき さい か て お きょう ふ

れた結果である。
けっ か

米利上げの激震性
べい り あ げきしんせい

しかもイエレンＦＲＢ議長は、毎月の雇用統計など一部の好不調の続くデー
ぎ ちょう まいつき こ ようとうけい いち ぶ こう ふ ちょう つづ

タから米経済の「堅調」や「強さ」のみを強 調し、中国経済の大減速など大
べいけいざい けんちょう つよ きょうちょう ちゅうごくけいざい だいげんそく だい

25恐慌の深刻さを直視できていない。それどころか「利上げ幅はわずか０・
きょうこう しんこく ちょく し り あ はば

％。必要以上に過大視しないことが重要だ」と、米利上げが引き起こす激震性
ひつよう い じょう か だい し じゅうよう べい り あ ひ お げきしんせい

を和らげるのに必死である 実際 ＦＲＢのゼロ金利解除で 大恐慌下の世界経済。 、 、
やわ ひっ し じっさい きん り かいじょ だいきょうこう か せ かいけいざい
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にはこれから何が起きてもおかしくないのだ。
なに お

米利上げの結果は、第一に、中国や新興国からの緩和マネーの流 出と経済
べい り あ けっ か だいいち ちゅうごく しんこうこく かん わ りゅうしゅつ けいざい

危機のさらなる爆発である。第二に、日・欧が量的緩和継続の中でのドル高と
き き ばくはつ だい に にち おう りょうてきかん わ けいぞく なか だか

米輸出の低迷、米製造業の衰退やデフレ化である。第三に、総じて大恐慌は
べい ゆ しゅつ ていめい べいせいぞうぎょう すいたい か だいさん そう だいきょうこう

いよいよ破局へと突き進む。
は きょく つ すす

結局 大恐慌の基底にある歴史的な過剰資本・過剰生産力という根本問題、
けっきょく だいきょうこう き てい れき し てき か じょう し ほん か じょうせいさんりょく こんぽんもんだい

は、あれこれの恐慌対策や、過去に例のない中央銀行依存＝超金融緩和・量
きょうこうたいさく か こ れい ちゅうおうぎんこう い ぞん ちょうきんゆうかん わ りょう

的緩和などでは解決できない。帝国主義とロシアなどの大国にとって、世界戦争
てきかん わ かいけつ ていこくしゅ ぎ たいこく せ かいせんそう

による過剰な生産力の破壊と そこに向けた軍需生産や武器輸出にしか逃げ道、
か じょう せいさんりょく は かい む ぐんじゅせいさん ぶ き ゆ しゅつ に みち

はない。今まさにそうした戦争への動力が回転し始めている。
いま せんそう どうりょく かいてん はじ

⑵ 世界戦争の導火線に火をつけたシリア・中東の戦争
せ かいせんそう どう か せん ひ ちゅうとう せんそう

大恐慌の戦争への転化の動きが、中東・東アジア・ウクライナを３大火点
だいきょうこう せんそう てん か うご ちゅうとう ひがし だい か てん

として急速に進行している 米帝の歴史的な没落と ロシア 中国の危機と破産。 、 、
きゅうそく しんこう べいてい れき し てき ぼつらく ちゅうごく き き は さん

が、これを規定している。
き てい

ロシア大統領のプーチンは、ＮＡＴＯ（北大西洋条約機構）の東方拡大と軍
だいとうりょう きたたいせいようじょうやく き こう とうほうかくだい ぐん

事重圧、ウクライナでのファシスト政権のクーデター的な成立に追いつめられ
じ じゅうあつ せいけん てき せいりつ お

て ウクライナの戦争的な切り取りに訴えた この戦後体制を破壊する行為に 米、 。 、
せんそうてき き と うった せん ご たいせい は かい こう い べい

（欧）帝国主義は明白に遅れをとった。ここで米帝の危機と没落を見てとった反
おう ていこくしゅ ぎ めいはく おく べいてい き き ぼつらく み はん

革命武装勢力ＩＳは、 年からイラク・モスルの奪取など、激しく侵攻的に動14
かくめい ぶ そうせいりょく ねん だっしゅ はげ しんこうてき うご

いた。
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「対ＩＳ戦争」の本質
たい せんそう ほんしつ

「ＩＳ壊滅」を掲げて空爆が繰り返されているが、そもそもＩＳはシリア内戦
かいめつ かか くうばく く かえ ないせん

、 、においてアサド政権を打倒するための軍事勢力として 米帝やサウジアラビア
せいけん だ とう ぐん じ せいりょく べいてい

トルコなどから武器、資金などの援助を受けて勢力を拡大し、シリアに広大な
ぶ き し きん えんじょ う せいりょく かくだい こうだい

根拠地を持つ最大の武装勢力になったものだ。
こんきょ ち も さいだい ぶ そうせいりょく

米帝は、宗派間の統一した反米軍闘争の発展を阻止するためにＩＳを利用し
べいてい しゅう は かん とういつ はんべいぐんとうそう はってん そ し り よう

た そしてＩＳがイラクからシリアに侵攻することさえ容認し シリア内戦を激化。 、
しんこう ようにん ないせん げき か

させることで、シリア政府の弱体化とシリアそのものを廃墟にすることを狙っ
せい ふ じゃくたい か はいきょ ねら

てきたのだ。

シリア内戦の激化のもとで、またアフリカ諸国の国家解体的危機の中から膨大
ないせん げき か しょこく こっ か かいたいてき き き なか ぼうだい

な数の難民が生み出され、欧州とりわけドイツをめざして大移動を展開した。
かず なんみん う だ おうしゅう だい い どう てんかい

これはまさに 年代的な実相を今日に再現するとてつもない事態だ。30
ねんだいてき じっそう こんにち さいげん じ たい

こうした過程で、米（欧）帝の対ＩＳ―シリア戦争におけるもたつきを見ぬい
か てい べい おう てい たい せんそう み

たロシア・プーチンが、シリア戦争に突入していった。しかしこの際、ロシア
せんそう とつにゅう さい

は、実際には親米的な反アサド政権派や、米帝が米地上軍の代替としてバック
じっさい しんべいてき はん せいけん は べいてい べい ち じょうぐん だいたい

アップしたクルド人武装勢力への攻撃に主眼をおいた。電撃的なこの展開は、
じん ぶ そうせいりょく こうげき しゅがん でんげきてき てんかい

一挙にシリアの国内情勢の力関係の変動を引き起こした。
いっきょ こくないじょうせい ちからかんけい へんどう ひ お

フランス帝国主義は、大恐慌とＥＵ危機が爆発する中で、ドイツがＥＵの盟
ていこくしゅ ぎ だいきょうこう き き ばくはつ なか めい

主的な圧倒的存在にのしあがるのを見ながら体制的、国家的にグラグラに揺らい
しゅてき あっとうてきそんざい み たいせいてき こっ か てき ゆ

でいた。仏帝オランド政権は帝国主義的排外主義の常套（じょうとう）手段と
ふつてい せいけん ていこくしゅ ぎ てきはいがいしゅ ぎ じょうとう しゅだん

して、また中東石油資源への帝国主義的権益の確保を根本的動機として 「Ｉ、
ちゅうとうせき ゆ し げん ていこくしゅ ぎ てきけんえき かく ほ こんぽんてきどう き

Ｓ絶滅」を掲げてシリアへの空爆＝帝国主義的侵略戦争に突入した。これはＩ
ぜつめつ かか くうばく ていこくしゅ ぎ てきしんりゃくせんそう とつにゅう
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Ｓを存亡の危機に直面させるものとなった。
そんぼう き き ちょくめん

ＩＳは、ロシアの介入がシリア情勢の急激な変化を引き起こす中で、階級
かいにゅう じょうせい きゅうげき へん か ひ お なか かいきゅう

支配の脆弱（ぜいじゃく）なフランスを狙い、一日で１３０人もの死者を出し
し はい ぜいじゃく ねら いちにち にん し しゃ だ

11 13 11 13た ・ 無差別テロ攻撃を実行し 世界を震撼 しんかん させた この ・、 （ ） 。
む さ べつ こうげき じっこう せ かい しんかん

パリ襲撃は、米欧帝国主義とロシアによるイラク・シリア侵略戦争にこそ責任
しゅうげき べいおうていこくしゅ ぎ しんりゃくせんそう せきにん

がある。しかし革命の主体である労働者人民に対するこの無差別襲撃は、絶対
かくめい しゅたい ろうどうしゃじんみん たい む さ べつしゅうげき ぜったい

に許しがたい反革命以外の何ものでもない。
ゆる はんかくめい い がい なに

動揺した米帝はシリア侵略戦争の再編・強化にのりだし、空爆の強化と特
どうよう べいてい しんりゃくせんそう さいへん きょう か くうばく きょう か とく

殊部隊（地上軍）派遣に踏み切った。仏帝はあらためて総力をあげ、空母シャ
しゅ ぶ たい ち じょうぐん は けん ふ き ふつてい そうりょく くう ぼ

ルル・ドゴールも動員したシリア・イラク空爆体制を形成した。同時に非常事
どういん くうばくたいせい けいせい どう じ ひ じょう じ

態宣言を発し、すさまじい国内治安弾圧にのりだしている。
たいせんげん はっ こくない ち あんだんあつ

決定的なことはドイツがフランス空軍の後方支援と称し、偵察機や空中 給
けっていてき くうぐん こうほう し えん しょう ていさつ き くうちゅうきゅう

油機、フリゲート艦と兵員１２００人の投入に踏み切ったことだ。続いて英帝
ゆ き かん へいいん にん とうにゅう ふ き つづ えいてい

・キャメロン政権も再度のシリア空爆に突入した。
せいけん さい ど くうばく とつにゅう

こうしてシリア侵略戦争が一気に激化する過程で 月 日 トルコが米帝、 、11 2 4
しんりゃくせんそう いっ き げき か か てい がつ にじゅうよっか べいてい

、 。の後ろ盾と援助を受けつつ ロシア軍機を撃墜するという重大事態が発生した
うし だて えんじょ う ぐん き げきつい じゅうだい じ たい はっせい

これは、ロシア軍が親米派反シリア政府勢力を意識的にたたく戦争に踏み切っ
ぐん しんべい は はん せい ふ せいりょく い しきてき せんそう ふ き

た中で、米帝がトルコを介してロシア軍への最大級の直接攻撃で対応したとい
なか べいてい かい ぐん さいだいきゅう ちょくせつこうげき たいおう

うことである この ・ 事件をもって ロシアとトルコはきわめて深刻な 抜。 、 、11 24
じ けん しんこく ぬ

き差しならない軍事的政治的対立関係へと突入した。
さ ぐん じ てきせい じ てきたいりつかんけい とつにゅう

人民大虐殺を許すな
じんみんだいぎゃくさつ ゆる
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こうしてロシアは トルコ・米欧との対立を激化させつつ 戦争から戦争へと突、 、
べいおう たいりつ げき か せんそう せんそう つ

き進む戦争国家となっていく。他方で米欧帝国主義および日帝などはますます深
すす せんそうこっ か た ほう べいおうていこくしゅ ぎ にってい ふか

く対ＩＳ戦争の泥沼に突入し、シリア侵略戦争はまさに地獄図化していく。そ
たい せんそう どろぬま とつにゅう しんりゃくせんそう じ ごく ず か

れはウクライナ情勢をもより一層緊迫させている。まさに第３次世界大戦への
じょうせい いっそうきんぱく だい じ せ かいたいせん

導火線に火がつく情勢を迎えている。
どう か せん ひ じょうせい むか

「有志連合」は、この戦争に参戦することなしには中東からはじき飛ばされ
ゆう し れんごう せんそう さんせん ちゅうとう と

てしまうという危機感から形成されている。また同時に、対外的な侵略戦争と
き き かん けいせい どう じ たいがいてき しんりゃくせんそう

排外主義を推進することで、大恐慌情勢に対決して立ち上がりつつある労働者
はいがいしゅ ぎ すいしん だいきょうこうじょうせい たいけつ た あ ろうどうしゃ

階級の革命的反乱を抑え込もうとしているのだ。日帝・安倍の有志連合参加の
かいきゅう かくめいてきはんらん おさ こ にってい あ べ ゆう し れんごうさん か

動機もまったく同じだ。
どう き おな

帝国主義とロシアは 無人機や戦闘機による空爆で ＩＳが行った無差別襲撃、 、
ていこくしゅ ぎ む じん き せんとう き くうばく おこな む さ べつしゅうげき

の何百倍もの大量 虐殺を毎日繰り返している。１年間で９千回もの空爆が行
なんびゃくばい たいりょうぎゃくさつ まいにち く かえ ねんかん せんかい くうばく おこな

われ その結果 シリアでは全人口の半分の１千万人以上が国内外での難民生活、 、
けっ か ぜんじんこう はんぶん いっせんまんにん い じょう こくないがい なんみんせいかつ

を強いられている。世界戦争危機がますます激化する中で、広大な地域が徹底的
し せ かいせんそう き き げき か なか こうだい ち いき てっていてき

に破壊しつくされ、おびただしい数の労働者人民が無差別に殺されていくのだ。
は かい かず ろうどうしゃじんみん む さ べつ ころ

このことに激しい怒りをたたきつけなくてはならない。
はげ いか

この情勢はしかし、世界の労働者階級の巨大な憤激と国際連帯の闘いをも
じょうせい せ かい ろうどうしゃかいきゅう きょだい ふんげき こくさいれんたい たたか

同時に呼び起こしている。世界戦争危機をプロレタリアートの革命に転化してい
どう じ よ お せ かいせんそう き き かくめい てん か

く闘いが本格的に始まったのである。
たたか ほんかくてき はじ

⑶ 切迫する朝鮮侵略戦争と韓国・東アジアの革命情勢
せっぱく ちょうせんしんりゃくせんそう かんこく ひがし かくめいじょうせい

さらにある意味で世界戦争の最大の火点こそ、東アジアにおける朝鮮侵略
い み せ かいせんそう さいだい ひ てん ひがし ちょうせんしんりゃく
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戦争・中国侵略戦争の切迫である。
せんそう ちゅうごくしんりゃくせんそう せっぱく

ここでは特に 米韓連合軍による新たな作戦計画 ５０１５ の策定と安倍政権、 「 」
とく べいかんれんごうぐん あら さくせんけいかく さくてい あ べ せいけん

による戦争法の成立強行によって、世界戦争の重大な焦点として朝鮮半島に
せんそうほう せいりつきょうこう せ かいせんそう じゅうだい しょうてん ちょうせんはんとう

。 （ ）おける戦争の危機が切迫している それはかつての朝鮮戦争 １９５０～ 年53
せんそう き き せっぱく ちょうせんせんそう ねん

をもこえる 未曽有の大戦争＝核戦争となる ここにおいて日帝は 国際帝国主義、 。 、
み ぞ う だいせんそう かくせんそう にってい こくさいていこくしゅ ぎ

の 最弱の環 でありながら いやそれゆえにこそ 最も凶暴な戦争推進勢力「 」 、 、
さいじゃく かん もっと きょうぼう せんそうすいしんせいりょく

として登場しようとあがいている。ドイツ帝国主義の中東への軍事侵略＝シ
とうじょう ていこくしゅ ぎ ちゅうとう ぐん じ しんりゃく

リア派兵は 「戦後レジームからの脱却」を掲げる日帝・安倍を激しく追いつ、
は へい せん ご だっきゃく かか にってい あ べ はげ お

めている。

「作戦計画５０１５」とは、南北境界線での小規模の衝突や北朝鮮の軍事
さくせんけいかく なんぼくきょうかいせん しょう き ぼ しょうとつ きたちょうせん ぐん じ

的突出への 兆候 を口実として 一気に全面戦争に突入し ピョンヤンを制圧「 」 、 、
てきとっしゅつ ちょうこう こうじつ いっ き ぜんめんせんそう とつにゅう せいあつ

・占領して、キムジョンウンをも殺害する計画だ。しかも核兵器の使用が当然
せんりょう さつがい けいかく かくへい き し よう とうぜん

のように作戦に組み込まれている 北朝鮮スターリン主義の体制崩壊の危機は激。
さくせん く こ きたちょうせん しゅ ぎ たいせいほうかい き き はげ

しく進行しており、北朝鮮が軍事行動に出るどころか、内部から体制崩壊が決
しんこう きたちょうせん ぐん じ こうどう で ない ぶ たいせいほうかい けっ

定的になった瞬間にも、この作戦計画は発動されるのだ。
ていてき しゅんかん さくせんけいかく はつどう

では朝鮮侵略戦争とは何か。
ちょうせんしんりゃくせんそう なに

第一に、残存スターリン主義国家・北朝鮮の転覆を目的とした米日帝国主義
だいいち ざんそん しゅ ぎ こっ か きたちょうせん てんぷく もくてき べいにちていこくしゅ ぎ

（ ） 。 、と韓国パククネ政権 日米韓軍事同盟 による侵略戦争である それは同時に
かんこく せいけん にちべいかんぐん じ どうめい しんりゃくせんそう どう じ

中国スターリン主義との軍事的な対決・激突をも視野に入れた、米帝の世界戦
ちゅうごく しゅ ぎ ぐん じ てき たいけつ げきとつ し や い べいてい せ かいせん

争戦略の一環である。
そうせんりゃく いっかん

第二に、先制的に北朝鮮の体制転覆を狙う戦争を通じて、民主労総を先頭と
だい に せんせいてき きたちょうせん たいせいてんぷく ねら せんそう つう みんしゅろうそう せんとう

する韓国労働者人民の革命的決起を圧殺する反革命的な侵略戦争だ。
かんこくろうどうしゃじんみん かくめいてきけっ き あっさつ はんかくめいてき しんりゃくせんそう

第三に、朝鮮侵略戦争は、アジア支配をめぐる米帝と日帝の激しい争闘戦で
だいさん ちょうせんしんりゃくせんそう し はい べいてい にってい はげ そうとうせん
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もある。ここで日帝は対米対抗的に朝鮮侵略戦争の主導権を握ることも狙って
にってい たいべいたいこうてき ちょうせんしんりゃくせんそう しゅどうけん にぎ ねら

いる。それは安倍が成立させた安保戦争法の内容を見ても明らかだ。
あ べ せいりつ あん ぽ せんそうほう ないよう み あき

、 「 」安保戦争法は個別的・集団的の区別なく あらゆる戦争行為を 自衛の措置
あん ぽ せんそうほう こ べつてき しゅうだんてき く べつ せんそうこう い じ えい そ ち

の名で合法化する。日帝は「北朝鮮が日本を攻撃するおそれがある」と言いな
な ごうほう か にってい きたちょうせん に ほん こうげき い

して北朝鮮を先制攻撃し 戦争を開始しようとすらしている しかも 度線以北、 。 「38
きたちょうせん せんせいこうげき せんそう かい し ど せん い ほく

に韓国の主権は及ばない と言って 事前協議なしでの侵略戦争発動＝日帝軍隊」 、
かんこく しゅけん およ い じ ぜんきょう ぎ しんりゃくせんそうはつどう にっていぐんたい

。 「 」の朝鮮半島上陸の承認を韓国に迫っている そのために自衛隊と米軍を 平時
ちょうせんはんとうじょうりく しょうにん かんこく せま じ えいたい べいぐん へい じ

から一体的に運用する新たな協議機関＝「同盟調整メカニズム」をも発足させ
いったいてき うんよう あら きょう ぎ き かん どうめいちょうせい ほっそく

た。

これは「他国を守る戦争」でも「アメリカに巻き込まれる戦争」でもなく、日
た こく まも せんそう ま こ せんそう にっ

帝独自の侵略戦争そのものである 日本共産党の志位委員長は 朝鮮半島有事。 「
ていどく じ しんりゃくせんそう に ほんきょうさんとう し い い いんちょう ちょうせんはんとうゆう じ

のリアリティーはない」と言って、朝鮮侵略戦争がここまで切迫していること
い ちょうせんしんりゃくせんそう せっぱく

を否定している。戦争法の成立と同時に「安保条約や自衛隊を活用 「日米で」
ひ てい せんそうほう せいりつ どう じ あん ぽ じょうやく じ えいたい かつよう にちべい

共同対処」と主張し、米軍と一体で戦争すると表明した日本共産党の裏切り
きょうどうたいしょ しゅちょう べいぐん いったい せんそう ひょうめい に ほんきょうさんとう うら ぎ

と犯罪性は許しがたい。
はんざいせい ゆる

朝鮮侵略戦争の切迫に対し、日韓米の国際連帯の発展、中国などアジアの
ちょうせんしんりゃくせんそう せっぱく たい にっかんべい こくさいれんたい はってん ちゅうごく

労働者人民のもつ侵略戦争への怒りと闘いのエネルギーは、歴史的につくり上
ろうどうしゃじんみん しんりゃくせんそう いか たたか れき し てき あ

げられてきた巨大な構造物として厳然と存在している。その最先頭に立ち、戦争
きょだい こうぞうぶつ げんぜん そんざい さいせんとう た せんそう

絶対阻止の闘いを大爆発させよう。
ぜったい そ し たたか だいばくはつ

⑷ 危機深め絶望的に凶暴化する日帝・安倍打倒しよう
き き ふか ぜつぼうてき きょうぼう か にってい あ べ だ とう

大恐慌の本格的全面的激化のもと 帝国主義間・大国間の争闘戦 市場・資源、 、
だいきょうこう ほんかくてきぜんめんてきげき か ていこくしゅ ぎ かん たいこくかん そうとうせん し じょう し げん
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・勢力圏の奪い合いと分割・再分割戦が、今やすさまじい勢いで進んでいる。
せいりょくけん うば あ ぶんかつ さいぶんかつせん いま いきお すす

中国は欧州帝国主義を巻き込みつつ 「一帯一路」構想と一体で対米ブロック、
ちゅうごく おうしゅうていこくしゅ ぎ ま こ いったいいち ろ こうそう いったい たいべい

としての意味を持つＡＩＩＢ アジアインフラ投資銀行 を立ち上げた これに対（ ） 。
い み も とう し ぎんこう た あ たい

し米帝と日帝は、ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）の大筋合意をもって、アジ
べいてい にってい かんたいへいようけいざいれんけいきょうてい おおすじごう い

ア太平洋市場をめぐる激しい死闘戦に入っている。
たいへいよう し じょう はげ し とうせん はい

日帝・安倍は、敗戦帝国主義としての現実からの脱却に懸命となり、そのた
にってい あ べ はいせんていこくしゅ ぎ げんじつ だっきゃく けんめい

めにも日米安保ガイドラインの改定と戦争法の成立を強行し、独自の帝国主義
にちべいあん ぽ かいてい せんそうほう せいりつ きょうこう どく じ ていこくしゅ ぎ

。 、的軍事力の行使＝血を流す戦争への衝動を募らせている 安倍が先頭に立って
てきぐん じ りょく こう し ち なが せんそう しょうどう つの あ べ せんとう た

経済の軍事化、軍需生産や武器輸出の推進に全力をあげている。
けいざい ぐん じ か ぐんじゅせいさん ぶ き ゆ しゅつ すいしん ぜんりょく

帝国主義の戦争は、１％の資本家とその政府の利益のための強盗戦争だ。日本
ていこくしゅ ぎ せんそう し ほん か せい ふ り えき ごうとうせんそう に ほん

経団連は昨年９月、安倍と一体で「武器輸出を国家戦略として推進すべき」と
けいだんれん さくねん がつ あ べ いったい ぶ き ゆ しゅつ こっ か せんりゃく すいしん

する提言を出し、政府に軍需産業の基盤強化を求めた。 月１日にはその窓口10
ていげん だ せい ふ ぐんじゅさんぎょう き ばんきょう か もと がつついたち まどぐち

となる防衛装備庁が発足した。防衛省の 年度予算は過去最高の５兆５４１16
ぼうえいそう び ちょう ほっそく ぼうえいしょう ねん ど よ さん か こ さいこう ちょう

億円だ。安倍のブレーンにはＪＲ東海名誉会長の葛西や日立・東電などの社長
おくえん あ べ とうかいめい よ かいちょう か さい ひ たち とうでん しゃちょう

や会長が座り 日帝の政治・軍事・外交から経済・労働政策まで すべてを決定、 、
かいちょう すわ にってい せい じ ぐん じ がいこう けいざい ろうどうせいさく けってい

している。

またアジア太平洋など全世界への鉄道や原発の輸出、インフラ・パッケージ
たいへいよう ぜん せ かい てつどう げんぱつ ゆ しゅつ

輸出が、日帝の延命と勢力圏形成の基軸と化している。安倍は、臨時国会も開
ゆ しゅつ にってい えんめい せいりょくけんけいせい き じく か あ べ りん じ こっかい ひら

かずブルジョアジーを引き連れて外遊に明け暮れ、インドでは１兆円の円借款
ひ つ がいゆう あ く ちょうえん えんしゃっかん

供与で新幹線を売り込み、原発輸出が可能となる原子力 協定の締結でも合意
きょう よ しんかんせん う こ げんぱつ ゆ しゅつ か のう げん し りょくきょうてい ていけつ ごう い

した。核武装しているインドへの原発売り込みは重大事態だ。
かく ぶ そう げんぱつ う こ じゅうだい じ たい

「２年で２％」のインフレ目標の破産が示すように「アベノミクス」は完全
ねん もくひょう は さん しめ かんぜん

に崩壊した 異次元緩和 ですでに１７０兆円もの資金を市場に流し 兆円。「 」 、50
ほうかい い じ げんかん わ ちょうえん し きん し じょう なが ちょうえん
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、 。の財政出動を行ったにもかかわらず 賃金も消費も設備投資も停滞している
ざいせいしゅつどう おこな ちんぎん しょう ひ せつ び とう し ていたい

「一億総活躍社会 「ＧＤＰ６００兆円」などをうたう「３本の矢」は、発表」
いちおくそうかつやくしゃかい ちょうえん さんぼん や はっぴょう

と同時に化けの皮がはがれた。株価のつり上げを狙う年金積立金のリスク運用は
どう じ ば かわ かぶ か あ ねら ねんきんつみたてきん うんよう

８兆円もの損失を生み、日銀の大量買い入れで国債・債券市場も崩壊状態で
ちょうえん そんしつ う にちぎん たいりょう か い こくさい さいけん し じょう ほうかいじょうたい

ある 過剰資本・過剰生産力の重圧下 あらゆる面で日帝経済・社会は沈み込。 、
か じょう し ほん か じょうせいさんりょく じゅうあつ か めん にっていけいざい しゃかい しず こ

んでいる。

結局は、日銀＝中央銀行頼みで追加金融緩和にのめり込むしかないが、こん
けっきょく にちぎん ちゅうおうぎんこうだの つい か きんゆうかん わ こ

なやり方はすでに完全な限界だ 安倍や黒田がやっていることは 日帝経済と財政。 、
かた かんぜん げんかい あ べ くろ だ にっていけいざい ざいせい

の巨大な破局への道でしかない。日帝・安倍にとっては、いよいよ戦争的突破
きょだい は きょく みち にってい あ べ せんそうてきとっ ぱ

以外になくなっていく。だから「一億総活躍社会」なる国民総動員的スローガン
い がい いちおくそうかつやくしゃかい こくみんそうどういんてき

が出てくるのだ。
で

安保戦争法の制定は、社会の隅々までこれまでのあり方を 覆 していく 「存。
あん ぽ せんそうほう せいてい しゃかい すみずみ かた くつがえ そん

立危機事態 と判断された時は 港湾 空港 道路 空域・海域 電波は軍事優先」 、 、 、 、 、
りつ き き じ たい はんだん とき こうわん くうこう どう ろ くういき かいいき でん ぱ ぐん じ ゆうせん

、 、 、 、 、 、 、 、となり 各省 庁や地方自治体 鉄道 航空会社 放送局 通信 電力 ガス
かくしょうちょう ち ほう じ ち たい てつどう こうくうがいしゃ ほうそうきょく つうしん でんりょく

赤十字などの 指定公共機関 の協 力が義務化される あらゆる現場で 戦争「 」 。 、
せきじゅう じ し ていこうきょう き かん きょうりょく ぎ む か げん ば せんそう

を想定した攻撃が労働者に対して加えられていく こうした攻撃の先には徴兵制。
そうてい こうげき ろうどうしゃ たい くわ こうげき さき ちょうへいせい

があるのだ。

１月から運用を開始しようとするマイナンバー制度は、国がすべての住民と
がつ うんよう かい し せい ど くに じゅうみん

法人を番号をつけて管理するものであり、改憲攻撃と一体の国民総背番号制だ。
ほうじん ばんごう かん り かいけんこうげき いったい こくみんそう せ ばんごうせい

いずれは税や社会保障のみならず、財産から健康状態、思想傾向まで国家がす
ぜい しゃかい ほ しょう ざいさん けんこうじょうたい し そうけいこう こっ か

べて把握していく。戦争法と一体の国家総動員体制の攻撃であり、絶対に粉砕し
は あく せんそうほう いったい こっ か そうどういんたいせい こうげき ぜったい ふんさい

なければならない。
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労働者への階級戦争
ろうどうしゃ かいきゅうせんそう

労働者階級に対し、安倍は民営化・外注化、総非正規職化、残業代ゼロや
ろうどうしゃかいきゅう たい あ べ みんえい か がいちゅう か そう ひ せい き しょく か ざんぎょうだい

首切り自由（金銭解決）の攻撃にのめり込もうとしている。昨年の国会で戦争法
くび き じ ゆう きんせんかいけつ こうげき こ さくねん こっかい せんそうほう

と一体で強行した労働者派遣法改悪を突破口に、労働法制の戦後的枠組みを完
いったい きょうこう ろうどうしゃ は けんほうかいあく とっ ぱ こう ろうどうほうせい せん ご てきわく ぐ かん

全解体し 「非正規化と貧困」を爆発的に進めるしか、新自由主義の延命はない、
ぜんかいたい ひ せい き か ひんこん ばくはつてき すす しん じ ゆうしゅ ぎ えんめい

ということだ。

１２０万人の雇用を創出したと言っているが、その実態は「非正規雇用１７８
まんにん こ よう そう だ い じったい ひ せい き こ よう

56 12 25万人増・正規雇用 万人減」だ。１９８５年の日本の貧困率は ・５％（米
まんにんぞう せい き こ よう まんにんげん ねん に ほん ひんこんりつ べい

、 ） 、 。・６％ 独 ・７％ だったが 四半世紀後の２００９年には ％に拡大した27 32
どく し はんせい き ご ねん かくだい

その最大の原因は 非正規職化・低賃金・過重労働と 消費税と社会保障制度、 、
さいだい げんいん ひ せい き しょく か ていちんぎん か じゅうろうどう しょう ひ ぜい しゃかい ほ しょうせい ど

の解体である。
かいたい

総非正規職化の攻撃で、全労働者に占める非正規の割合は４割を突破した。
そう ひ せい き しょく か こうげき ぜんろうどうしゃ し ひ せい き わりあい わり とっ ぱ

正社員になれず非正規のままやってきた「就 職 氷河期世代」は 代に入って40
せいしゃいん ひ せい き しゅうしょくひょう が き せ だい だい はい

いる。青年から高齢者まで、労働者全体が低賃金と貧困の中にたたき込まれてい
せいねん こうれいしゃ ろうどうしゃぜんたい ていちんぎん ひんこん なか こ

15 64る それこそが労働力の再生産を不可能化させ １９９５年をピークに ～。 、
ろうどうりょく さいせいさん ふ か のう か ねん

歳の生産年齢人口を激しく減少させている根底的な原因である。
さい せいさんねんれいじんこう はげ げんしょう こんていてき げんいん

安倍は、恐慌対策で年金基金や国家財政を破綻させておきながら、財政危機
あ べ きょうこうたいさく ねんきん き きん こっ か ざいせい は たん ざいせい き き

を逆手にとって「財政緊縮策」＝大衆増税と社会保障費削減で労働者人民に
さか て ざいせいきんしゅくさく たいしゅうぞうぜい しゃかい ほ しょう ひ さくげん ろうどうしゃじんみん

。 、犠牲を強いている 大資本の要求には即応して法人実効税率を引き下げる一方
ぎ せい し だい し ほん ようきゅう そくおう ほうじんじっこうぜいりつ ひ さ いっぽう

消費税率を ％にし、さらに ～ ％化することも狙っている。消費増税10 15 20
しょう ひ ぜいりつ か ねら しょう ひ ぞうぜい

のための軽減税率導入は同時に、社会保障制度の全面解体、とりわけ年金解体
けいげんぜいりつどうにゅう どう じ しゃかい ほ しょうせい ど ぜんめんかいたい ねんきんかいたい

への呼び水だ。
よ みず
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社会保障と福祉の解体は戦争・改憲と一体の攻撃であり、資本・国家による
しゃかい ほ しょう ふく し かいたい せんそう かいけん いったい こうげき し ほん こっ か

労働者人民への階級戦争である もともと社会保障制度は 労働者が革命に決起。 、
ろうどうしゃじんみん かいきゅうせんそう しゃかい ほ しょうせい ど ろうどうしゃ かくめい けっ き

しないようにする予防反革命の側面をももつ。これさえ維持できなくなったこと
よ ぼうはんかくめい そくめん い じ

は、労働者階級が革命に立ち上がらなければ生きていくことができない時代の
ろうどうしゃかいきゅう かくめい た あ い じ だい

到来だ。大恐慌下の「非正規職化と貧困」の攻撃に、階級的労働運動で激し
とうらい だいきょうこう か ひ せい き しょく か ひんこん こうげき かいきゅうてきろうどううんどう はげ

く立ち向かい闘おう。
た む たたか

Ⅳ日帝打倒・労働者権力樹立へ本格的挑戦を始める時が来た
にってい だ とう ろうどうしゃけんりょくじゅりつ ほんかくてきちょうせん はじ とき き

⑴ 国鉄決戦と７月選挙決戦の勝利を革命戦略の中軸に
こくてつけっせん がつせんきょけっせん しょう り かくめいせんりゃく ちゅうじく

日本帝国主義をめぐる情勢として重大なことは、第一に、韓国―南北朝鮮
に ほんていこくしゅ ぎ じょうせい じゅうだい だいいち かんこく なんぼくちょうせん

情勢と中国情勢の激動的展開があり、また 年夏の参院選（または衆参ダ16
じょうせい ちゅうごくじょうせい げきどうてきてんかい ねんなつ さんいんせん しゅうさん

ブル選挙）が日帝の政治支配上の大きな軸になっていくということがある。
せんきょ にってい せい じ し はいじょう おお じく

日帝の安保・戦争法・改憲の策動の激化が必至となる中で、帝国主義の朝鮮
にってい あん ぽ せんそうほう かいけん さくどう げき か ひっ し なか ていこくしゅ ぎ ちょうせん

侵略戦争阻止の大闘争を構えることは必須の課題である この課題に 国鉄決戦。 、
しんりゃくせんそう そ し だいとうそう かま ひっ す か だい か だい こくてつけっせん

と 年参院選をもって立ち向かい、勝利をめざして断固として闘いを進めな16
ねんさんいんせん た む しょう り だん こ たたか すす

くてはならない。

安倍は参院選 衆参ダブル選 攻撃をもって改憲に突撃してくる この選挙戦（ ） 。
あ べ さんいんせん しゅうさん せん こうげき かいけん とつげき せんきょせん

は、否応なしに改憲をめぐる政治闘争のひとつの頂点となる。ここから情勢は
いやおう かいけん せい じ とうそう ちょうてん じょうせい

さらに激しく動き、いくつもの決戦をくぐることになる。革命的情勢ではある
はげ うご けっせん かくめいてきじょうせい

が、それはまだ大多数の人びとの認識にはなっていない。敵の危機は深く激しい
だい た すう ひと にんしき てき き き ふか はげ

が、多くの人びとはまだそう認識してはいない。これらが大多数の共通認識に
おお ひと にんしき だい た すう きょうつうにんしき
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なるように、宣伝・扇動の変革と飛躍を絶対になしとげなくてはならない。
せんでん せんどう へんかく ひ やく ぜったい

世界的レベルでは 中東侵略戦争をめぐる攻防が とてつもない力で爆発的、 、
せ かいてき ちゅうとうしんりゃくせんそう こうぼう ちから ばくはつてき

。 、に世界を揺さぶっていく 帝国主義やロシアによる全面的な対ＩＳ戦争の拡大が
せ かい ゆ ていこくしゅ ぎ ぜんめんてき たい せんそう かくだい

内外情勢を規定していく。それは東アジアでの朝鮮半島と中国をめぐる戦争
ないがいじょうせい き てい ひがし ちょうせんはんとう ちゅうごく せんそう

切迫情勢とも直結し、連動していく。大規模テロが世界中のどこでも発生す
せっぱくじょうせい ちょっけつ れんどう だい き ぼ せ かいじゅう はっせい

る可能性がある。とりわけ日帝は、 年５月伊勢志摩サミット― 年東京オリ16 20
か のうせい にってい ねん がつ い せ し ま ねんとうきょう

ンピックを控えて、顔面蒼白（そうはく）になっている。すさまじい治安弾圧と
ひか がんめんそうはく ち あんだんあつ

の攻防になる。
こうぼう

第二に、改憲・戦争への突進とは労働組合への全面解体攻撃である。その直
だい に かいけん せんそう とっしん ろうどうくみあい ぜんめんかいたいこうげき ちょく

接的な攻撃として、民営化・外注化、 割非正規化 「首切り自由」を軸とした10 、
せつてき こうげき みんえい か がいちゅう か わり ひ せい き か くび き じ ゆう じく

戦後労働法制の全面解体・労働組合圧殺を狙う労働法制大改悪の攻撃がある。新
せん ご ろうどうほうせい ぜんめんかいたい ろうどうくみあいあっさつ ねら ろうどうほうせいだいかいあく こうげき しん

自由主義の延命の核心をなす攻撃だ。
じ ゆうしゅ ぎ えんめい かくしん こうげき

革命戦略としての国鉄決戦 その具体的形態としての動労総連合建設の全面的、
かくめいせんりゃく こくてつけっせん ぐ たいてきけいたい どうろうそうれんごうけんせつ ぜんめんてき

な推進は、この第一・第二の領域を統一して、日帝の全攻撃をその中心部から
すいしん だいいち だい に りょういき とういつ にってい ぜんこうげき ちゅうしん ぶ

ぶち破っていく圧倒的な 年決戦方針であり ２０１０年代中期階級決戦方針16 、
やぶ あっとうてき ねんけっせんほうしん ねんだいちゅう き かいきゅうけっせんほうしん

である。

この国鉄闘争は、大恐慌と戦争を世界革命に転化する革命戦略の貫徹をめざ
こくてつとうそう だいきょうこう せんそう せ かいかくめい てん か かくめいせんりゃく かんてつ

して、階級的労働組合の組織化と拠点建設を目的意識的に闘いとっていくもの
かいきゅうてきろうどうくみあい そ しき か きょてんけんせつ もくてき い しきてき たたか

だ。内外情勢、階級 情勢、安保・改憲情勢の全体を、生産点を基礎にして全
ないがいじょうせい かいきゅうじょうせい あん ぽ かいけんじょうせい ぜんたい せいさんてん き そ ぜん

階級的、全面的に訴えていく中で、労働組合の根幹を守り、発展させるものと
かいきゅうてき ぜんめんてき うった なか ろうどうくみあい こんかん まも はってん

してある。生産点を軸に新自由主義と闘うのである 「革命戦略としての国鉄。
せいさんてん じく しん じ ゆうしゅ ぎ たたか かくめいせんりゃく こくてつ

決戦」という意味はそこにある。
けっせん い み

この国鉄決戦はしたがって、 年９月のように、安保・改憲決戦においても最15
こくてつけっせん ねん がつ あん ぽ かいけんけっせん さい
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大級の決起を常にめざして闘いぬくことを不可欠としている。その当面する最
だいきゅう けっ き つね たたか ふ か けつ とうめん さい

大の焦点は ７月参院選 衆参ダブル選 決戦である 革共同はこの選挙決戦、 （ ） 。
だい しょうてん がつさんいんせん しゅうさん せん けっせん かくきょうどう せんきょけっせん

を、世界戦争突入 情勢下の国政選挙として、全党の総力をあげて闘うことを
せ かいせんそうとつにゅうじょうせい か こくせいせんきょ ぜんとう そうりょく たたか

決断した 許すな改憲！大行動 と鈴木たつお弁護士の参院選出馬の決断を断固。「 」
けつだん ゆる かいけん だいこうどう すず き べん ご し さんいんせんしゅつ ば けつだん だん こ

として支持し その勝利のために全力で決起する ダブル選挙となれば 衆院選、 。 、
し じ しょう り ぜんりょく けっ き せんきょ しゅういんせん

にも革命的候補を推し立てて闘う。
かくめいてきこう ほ お た たたか

新しい労働者の党を
あたら ろうどうしゃ とう

大恐慌と戦争を革命に転化するためには、階級的労働組合の全国的な拠点建
だいきょうこう せんそう かくめい てん か かいきゅうてきろうどうくみあい ぜんこくてき きょてんけん

設とともに、それと一体で、闘う全階級・全人民の政治的結集軸となる本物
せつ いったい たたか ぜんかいきゅう ぜんじんみん せい じ てきけっしゅうじく ほんもの

の労働者階級の党が必要である。７月参院選はそこへの本格的挑戦の開始だ。
ろうどうしゃかいきゅう とう ひつよう がつさんいんせん ほんかくてきちょうせん かい し

昨年安保国会決戦での国会前１００万―全国１千万の大決起を引き継ぎ、極右
さくねんあん ぽ こっかいけっせん こっかいまえ まん ぜんこくいっせんまん だいけっ き ひ つ きょく う

から日本共産党スターリン主義に至るあらゆる戦争翼賛勢力の敵対を打ち破っ
に ほんきょうさんとう しゅ ぎ いた せんそうよくさんせいりょく てきたい う やぶ

て、１千万人の怒りと真に結合する党をつくり出そう。
いっせんまんにん いか しん けつごう とう だ

２０１６年の国鉄決戦と７月選挙決戦は不可分一体であり、革命のための戦
ねん こくてつけっせん がつせんきょけっせん ふ か ぶんいったい かくめい せん

略的大闘争である。革命的共産主義運動、日本階級闘争の歴史を塗り替える
りゃくてきだいとうそう かくめいてききょうさんしゅ ぎ うんどう に ほんかいきゅうとうそう れき し ぬ か

飛躍をかけて、文字通り死力をつくして闘いぬこう。
ひ やく も じ どお し りょく たたか

⑵ 外注化・総非正規職化と対決し 春闘ストの爆発を1 6
がいちゅう か そう ひ せい き しょく か たいけつ いちろく しゅんとう ばくはつ

２０１６年は、日帝・安倍のむきだしの階級戦争攻撃を、労働者階級が職
ねん にってい あ べ かいきゅうせんそうこうげき ろうどうしゃかいきゅう しょく

場生産点における団結の再形成を通して真っ向から打ち破っていく闘いの年と
ば せいさんてん だんけつ さいけいせい とお ま こう う やぶ たたか ねん
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なる。戦争・改憲への突進と一体でしかけられる非正規職化・貧困の攻撃に対
せんそう かいけん とっしん いったい ひ せい き しょく か ひんこん こうげき たい

し、全労働者の「生きさせろ！」の熱い叫びを底の底から解き放っていく闘い
ぜんろうどうしゃ い あつ さけ そこ そこ と はな たたか

だ。その展望は、国鉄決戦がすでに切り開いている。
てんぼう こくてつけっせん き ひら

日帝は、労働者派遣法改悪を戦争法案とともに強行したのに続き、残業代ゼ
にってい ろうどうしゃ は けんほうかいあく せんそうほうあん きょうこう つづ ざんぎょうだい

ロと解雇自由化（金銭解決）の法制化を通常国会の最大の攻撃として仕掛けつ
かい こ じ ゆう か きんせんかいけつ ほうせい か つうじょうこっかい さいだい こうげき し か

つ、改憲―７月選挙戦の強行突破を狙っている。パククネ政権と同様、資本に
かいけん がつせんきょせん きょうこうとっ ぱ ねら せいけん どうよう し ほん

無制限の搾取の自由を与え 労働組合と労働運動を全面解体する攻撃だ 民主労総、 。
む せいげん さくしゅ じ ゆう あた ろうどうくみあい ろうどううんどう ぜんめんかいたい こうげき みんしゅろうそう

はこれを 「資本が生きるためには労働者は死ね」とする攻撃だとし、逆にゼ、
し ほん い ろうどうしゃ し こうげき ぎゃく

ネストでこの社会をひっくり返そうと立ち上がっている。民主労総のような闘
しゃかい かえ た あ みんしゅろうそう たたか

いを日本においても本格的に組織するために、 春闘を突破口に猛然と決起1 6
に ほん ほんかくてき そ しき いちろく しゅんとう とっ ぱ こう もうぜん けっ き

していこう。

動労総連合を先頭に
どうろうそうれんごう せんとう

その核心は、外注化阻止・非正規職撤廃闘争の大前進にある。
かくしん がいちゅう か そ し ひ せい き しょくてっぱいとうそう だいぜんしん

非正規職労働者が４割をこえる今日の現実は、自然に生まれたわけではけっ
ひ せい き しょくろうどうしゃ わり こんにち げんじつ し ぜん う

してない。体制内労働運動が一切これと闘わなかったからである。最大の責任
たいせいないろうどううんどう いっさい たたか さいだい せきにん

は連合にある。資本が延命するために総力で推し進めてきた非正規職化攻撃に
れんごう し ほん えんめい そうりょく お すす ひ せい き しょく か こうげき

対し、体制内労働組合が職場で闘わず、全面協 力することによってこうした
たい たいせいないろうどうくみあい しょく ば たたか ぜんめんきょうりょく

事態が生み出されてきた。
じ たい う だ

これを断ち切る力が、動労総連合の外注化阻止・非正規職撤廃―外注化阻
た き ちから どうろうそうれんごう がいちゅう か そ し ひ せい き しょくてっぱい がいちゅう か そ

止・被曝労働拒否の闘いにある。動労千葉は、この総非正規職化攻撃と闘っ
し ひ ばくろうどうきょ ひ たたか どうろう ち ば そう ひ せい き しょく か こうげき たたか

て外注先の非正規労働者への組織拡大を実現している。団結して闘えば非正規
がいちゅうさき ひ せい き ろうどうしゃ そ しきかくだい じつげん だんけつ たたか ひ せい き
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職化攻撃を打ち破ることができることを、動労千葉が苦闘しながら証明してき
しょく か こうげき う やぶ どうろう ち ば く とう しょうめい

た。この地平の上に立って動労総連合は、正規と非正規がひとつの組合に団結す
ち へい うえ た どうろうそうれんごう せい き ひ せい き くみあい だんけつ

る歴史的挑戦を開始した。分割・民営化から 年を経て 「仕事と仲間をＪＲ30 、
れき し てきちょうせん かい し ぶんかつ みんえい か ねん へ し ごと なか ま

に戻せ」の闘いが、非正規の怒りを解き放つ闘いとして始まっている。
もど たたか ひ せい き いか と はな たたか はじ

ＪＲが進める 第２の分割・民営化攻撃 は 日帝・安倍の総非正規職化攻撃「 」 、
すす だい ぶんかつ みんえい か こうげき にってい あ べ そう ひ せい き しょく か こうげき

の最先端である。ＪＲは、鉄道業務をすべて子会社に移し、自らは形式的に鉄
さいせんたん てつどうぎょう む こ がいしゃ うつ みずか けいしきてき てつ

道施設や株式を保有する持ち株会社になることを狙っている。ＪＲで働く十数
どう し せつ かぶしき ほ ゆう も かぶがいしゃ ねら はたら じゅうすう

万人が、より不安定な雇用に突き落とされる。
まんにん ふ あんてい こ よう つ お

ＪＲ東では、 年３月のダイヤ改定で加速度的に外注化が進められ、駅の委15
ひがし ねん がつ かいてい か そく ど てき がいちゅう か すす えき い

託先が再編されてＪＥＳＳ（ＪＲ東日本ステーションサービス）に集 中され
たくさき さいへん ひがし に ほん しゅうちゅう

た そこでは定期昇 給は５年に１回 生涯で３回しかない ＪＥＳＳに再雇用。 、 。
てい き しょうきゅう ねん かい しょうがい かい さい こ よう

になった契約社員は、月の手取りが ～ 万円。４～５万円の実質的な賃下げ12 13
けいやくしゃいん つき て ど まんえん まんえん じっしつてき ちん さ

になる。東京駅のような大規模ターミナル駅までＪＥＳＳに移管しようとして
とうきょうえき だい き ぼ えき い かん

。 、 。いる 駅丸ごとの外注化 遠隔操作システム導入による無人駅の増加も進める
えきまる がいちゅう か えんかくそう さ どうにゅう む じんえき ぞう か すす

、 。検修 業務も車掌や運転士も 鉄道業務丸ごとの外注化をＪＲは狙っている
けんしゅうぎょう む しゃしょう うんてん し てつどうぎょう む まる がいちゅう か ねら

青年労働者に対するライフサイクル攻撃の狙いも同じだ。それはＪＲ総連カク
せいねんろうどうしゃ たい こうげき ねら おな そうれん

マルが提案することで成り立ってきた。青年労働者をたらい回しにすることで労
ていあん な た せいねんろうどうしゃ まわ ろう

働者としての誇りを奪い 踏みにじり 非正規職化を推し進める許しがたい攻撃、 、
どうしゃ ほこ うば ふ ひ せい き しょく か お すす ゆる こうげき

だ。

外注化・非正規職化は鉄道の安全を根底から崩壊させている。この間立て続
がいちゅう か ひ せい き しょく か てつどう あんぜん こんてい ほうかい かん た つづ

けに起きているＪＲの重大事故は、すべて外注化された業務や工事にからん
お じゅうだい じ こ がいちゅう か ぎょう む こう じ

で発生したものだ。しかもこの大事故はＪＲ北海道以上にＪＲ東日本・首都圏
はっせい だい じ こ ほっかいどう い じょう ひがし に ほん しゅ と けん

で噴出している。外注化の粉砕なしには労働者の命も乗 客の安全も守れな
ふんしゅつ がいちゅう か ふんさい ろうどうしゃ いのち じょうきゃく あんぜん まも
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い。また全面外注化は、地方社会の崩壊を促進するローカル線廃止・切り捨て
ぜんめんがいちゅう か ち ほうしゃかい ほうかい そくしん せんはい し き す

攻撃とも一体である。
こうげき いったい

新自由主義の 命より金 を極限まで推し進めるこの攻撃に対し 動労総連合「 」 、
しん じ ゆうしゅ ぎ いのち かね きょくげん お すす こうげき たい どうろうそうれんごう

が今こそ、外注化粉砕・非正規職撤廃、反合・運転保安闘争の路線を掲げ、Ｊ
いま がいちゅう か ふんさい ひ せい き しょくてっぱい はんごう うんてん ほ あんとうそう ろ せん かか

Ｒ職場にあふれる労働者の怒りをすべて束ねて全国で総決起していく時を迎え
しょく ば ろうどうしゃ いか たば ぜんこく そうけっ き とき むか

ている。それは、ＪＲでの攻防を先端として、日本の労働運動全体を階級的に
こうぼう せんたん に ほん ろうどううんどうぜんたい かいきゅうてき

よみがえらせていく闘いに必ずなる 年に続き 動労総連合の全国建設に一切。 、15
たたか かなら ねん つづ どうろうそうれんごう ぜんこくけんせつ いっさい

をかけて闘おう。
たたか

国鉄闘争全国運動を、この動労総連合建設を支える土台としてさらに発展させ
こくてつとうそうぜんこくうんどう どうろうそうれんごうけんせつ ささ ど だい はってん

よう。６・ 最高裁決定を突き破り、解雇撤回・ＪＲ復帰をあくまで求める闘30
さいこうさいけってい つ やぶ かい こ てっかい ふっ き もと たたか

いを、１０４７名解雇撤回闘争の継続・発展としてやりぬこう。
めいかい こ てっかいとうそう けいぞく はってん

全産別で総決起を！
ぜんさんべつ そうけっ き

郵政では 月に郵政グループ３社が株式上 場された。上 場されたゆうち11
ゆうせい がつ ゆうせい しゃ かぶしきじょうじょう じょうじょう

ょ銀行やかんぽ生命では、労働者を人と思わないパワハラやノルマ、退職 強要
ぎんこう せいめい ろうどうしゃ ひと おも たいしょくきょうよう

が日常化している。非上 場となった日本郵便では業務丸ごとの外注化＝全
にちじょう か ひ じょうじょう に ほんゆうびん ぎょう む まる がいちゅう か ぜん

員非正規職化が狙われている 「郵便・物流ネットワーク再編」による大合理。
いん ひ せい き しょく か ねら ゆうびん ぶつりゅう さいへん だいごう り

化計画、内務労働者の大量首切り・強制出向を許してはならない。マイナン
か けいかく ない む ろうどうしゃ たいりょうくび き きょうせいしゅっこう ゆる

バー通知カードの配達ですさまじい労働強化が現場を襲い 非正規労働者を先頭、
つう ち はいたつ ろうどうきょう か げん ば おそ ひ せい き ろうどうしゃ せんとう

に怒りは頂点に達している。
いか ちょうてん たっ

教育労働の現場では、非正規教員が公立小 中学校で ％、私立では ％16 40
きょういくろうどう げん ば ひ せい き きょういん こうりつしょうちゅうがっこう し りつ

に上る。教育労働者は、長時間労働・過重労働と人事考課制度による分断・
のぼ きょういくろうどうしゃ ちょう じ かんろうどう か じゅうろうどう じん じ こう か せい ど ぶんだん
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競争で疲弊し、病 休・精神疾患が急増し、学校は崩壊している。安倍政権は
きょうそう ひ へい びょうきゅう せいしんしっかん きゅうぞう がっこう ほうかい あ べ せいけん

さらなる民営化・外注化で非正規職を増大させようとしている。それが「チー
みんえい か がいちゅう か ひ せい き しょく ぞうだい

」 。 、 、ム学校 である 教育の民営化は 教育現場に徹底した資本の論理を導入し
がっこう きょういく みんえい か きょういくげん ば てってい し ほん ろん り どうにゅう

教育そのものを破壊する。
きょういく は かい

全国の自治体では、保育・清掃・給 食 調理・交通の各職場を始め、マイナ
ぜんこく じ ち たい ほ いく せいそう きゅうしょくちょう り こうつう かくしょく ば はじ

ンバー制をも契機に行政職場も含めて、民営化・総非正規職化との決戦に突
せい けい き ぎょうせいしょく ば ふく みんえい か そう ひ せい き しょく か けっせん とつ

入している。原発立地自治体での被曝労働拒否・再稼働阻止の闘いも広がって
にゅう げんぱつりっ ち じ ち たい ひ ばくろうどうきょ ひ さい か どう そ し たたか ひろ

いる 体制内幹部の敵対を打ち破って 国鉄決戦を推進軸に 正規と非正規が団結。 、 、
たいせいないかん ぶ てきたい う やぶ こくてつけっせん すいしんじく せい き ひ せい き だんけつ

しストで闘う拠点建設と労組権力への挑戦をやりぬこう。
たたか きょてんけんせつ ろう そ けんりょく ちょうせん

過重労働を許さない闘いと民営化・外注化阻止、非正規職撤廃は完全に一
か じゅうろうどう ゆる たたか みんえい か がいちゅう か そ し ひ せい き しょくてっぱい かんぜん いっ

体だ 闘う労働組合を現場にうち立て 人間らしく生きられる労働を労働者自身。 、
たい たたか ろうどうくみあい げん ば た にんげん い ろうどう ろうどうしゃ じ しん

の団結の力で取り戻していかなくてはならない。合同・一般全国協の強大な
だんけつ ちから と もど ごうどう いっぱんぜんこくきょう きょうだい

建設を先頭に非正規職労働者の雇い止め解雇を絶対に許さず闘おう。
けんせつ せんとう ひ せい き しょくろうどうしゃ やと ど かい こ ぜったい ゆる たたか

。 、医療・福祉は新自由主義攻撃との最先端の激突点となっている さらに金属
い りょう ふく し しん じ ゆうしゅ ぎ こうげき さいせんたん げきとつてん きんぞく

ＮＴＴ 基地労働者を始め全産別で闘いに立とう 被曝労働なしにはもともと成、 。
き ち ろうどうしゃ はじ ぜんさんべつ たたか た ひ ばくろうどう な

り立たない原発は 外注化・非正規職化の根源である 原発労働者・除染労働者、 。
た げんぱつ がいちゅう か ひ せい き しょく か こんげん げんぱつろうどうしゃ じょせんろうどうしゃ

を革命に組織する闘いに全力で踏み出そう。
かくめい そ しき たたか ぜんりょく ふ だ

春闘を、戦争法と改憲攻撃への怒り、総非正規職化攻撃への怒りと結び1 6
いちろく しゅんとう せんそうほう かいけんこうげき いか そう ひ せい き しょく か こうげき いか むす

ついて 労働運動の革命的再生をかちとるために闘おう 官製春闘 を打ち砕、 。「 」
ろうどううんどう かくめいてきさいせい たたか かんせいしゅんとう う くだ

き、派遣法撤廃、残業代ゼロ法・解雇の金銭解決法絶対阻止を重要課題と位置
は けんほうてっぱい ざんぎょうだい ほう かい こ きんせんかいけつほうぜったい そ し じゅうよう か だい い ち

づけて闘おう。青年労働者を先頭にうちぬこう。
たたか せいねんろうどうしゃ せんとう

⑶ １千万人の怒りと結合し改憲阻止・７月選挙決戦へ
いっせんまんにん いか けつごう かいけん そ し がつせんきょけっせん



- 39 -

前進 第 号 ～ 面 革共同政治局の 年１・１アピール2712 9 12 2016

日帝・安倍政権は ７月参院選 衆参ダブル選 をテコとして 本格的に改憲、 （ ） 、
にってい あ べ せいけん がつさんいんせん しゅうさん せん ほんかくてき かいけん

に踏み込もうとしている ７月選挙決戦は 否応なしに改憲をめぐる政治闘争の一。 、
ふ こ がつせんきょけっせん いやおう かいけん せい じ とうそう ひと

つの頂点となる。
ちょうてん

日帝・安倍は顔面蒼白で必死の攻撃にうって出ている 「賛成を得やすいもの。
にってい あ べ がんめんそうはく ひっ し こうげき で さんせい え

からやる」とか「改憲を国民に１回味わってもらう 『怖いものではない』とな。
かいけん こくみん かいあじ こわ

ったら２回目以降は難しいことをやりたい （自民党改憲推進本部事務局 長）」
かい め い こう むずか じ みんとうかいけんすいしんほん ぶ じ む きょくちょう

と言い 「緊急事態条項」新設から始めるとしてきた。緊急事態条項（＝非、
い きんきゅう じ たいじょうこう しんせつ はじ きんきゅう じ たいじょうこう ひ

常大権・国家緊急権）とは内閣が全権を掌握して憲法停止を宣言できるとい
じょうたいけん こっ か きんきゅうけん ないかく ぜんけん しょうあく けんぽうてい し せんげん

うものである。これ自体が改憲攻撃の本丸だ。５月伊勢志摩サミットでの「テロ
じ たい かいけんこうげき ほんまる がつ い せ し ま

対策」の扇動を、その水路にしようともくろんでいる。
たいさく せんどう すい ろ

伊勢志摩サミットは 帝国主義と大国の凶悪な戦争会議だ 戦争絶対阻止を訴、 。
い せ し ま ていこくしゅ ぎ たいこく きょうあく せんそうかい ぎ せんそうぜったい そ し うった

える革命派の大宣伝戦で労働者階級の総決起をつくり出し、戦争屋どもをたた
かくめい は だいせんでんせん ろうどうしゃかいきゅう そうけっ き だ せんそう や

きのめさなくてはならない。サミット粉砕から７月へ、日帝中枢・国家権力と
ふんさい がつ にっていちゅうすう こっ か けんりょく

の大激突に勝利しよう。
だいげきとつ しょう り

革命敵対・安保容認の共産党粉砕しよう
かくめいてきたい あん ぽ ようにん きょうさんとうふんさい

この中で、日本共産党との党派闘争が決定的になっている。スターリン主義
なか に ほんきょうさんとう とう は とうそう けっていてき しゅ ぎ

反革命の正体を徹底的に暴きつくして、打倒しなくてはならない。それは１千
はんかくめい しょうたい てっていてき あば だ とう いっせん

万人の怒りと結合する決戦だ。
まんにん いか けつごう けっせん

日本共産党が提唱する 国民連合政府 は 志位委員長が 安保条約に従「 」 、 「
に ほんきょうさんとう ていしょう こくみんれんごうせい ふ し い い いんちょう あん ぽ じょうやく したが

う 「自衛隊は有事に活用する」と力説しているように、まごうかたなき戦争」
じ えいたい ゆう じ かつよう りきせつ せんそう
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協 力宣言である。
きょうりょくせんげん

志位は言う 日米安保条約第５条で 日本に対する武力攻撃が発生した場合。「 、
し い い にちべいあん ぽ じょうやくだい じょう に ほん たい ぶ りょくこうげき はっせい ば あい

には（日米が）共同対処する 「日本有事のさいには、連合政府としては、こ」
にちべい きょうどうたいしょ に ほんゆう じ れんごうせい ふ

の条約にもとづいて対応することになります と これは いざとなれば在日米軍」 。 、
じょうやく たいおう ざいにちべいぐん

と自衛隊が共同の軍事作戦にのりだすことを共産党が先頭に立って認め、推進
じ えいたい きょうどう ぐん じ さくせん きょうさんとう せんとう た みと すいしん

するということだ。要するに、共産党は資本家階級に向かって自分たちは戦争
よう きょうさんとう し ほん か かいきゅう む じ ぶん せんそう

絶対反対ではない 「自衛戦争」に賛成し挙国一致で一緒に戦うと売り込んで、
ぜったいはんたい じ えいせんそう さんせい きょこくいっ ち いっしょ たたか う こ

いるのである。

これは１９３０年代のスターリン主義の人民戦線戦術の現代版であり、プロ
ねんだい しゅ ぎ じんみんせんせんせんじゅつ げんだいばん

レタリア革命を圧殺し、帝国主義の侵略戦争に屈服・加担するものだ。
かくめい あっころ ていこくしゅ ぎ しんりゃくせんそう くっぷく か たん

１９３０年代は、大恐慌の中心地アメリカを始め、全世界で労働者階級の
ねんだい だいきょうこう ちゅうしん ち はじ ぜん せ かい ろうどうしゃかいきゅう

ストライキ、デモ、工場占拠などの激烈な闘いが爆発した。これに恐怖して
こうじょうせんきょ げきれつ たたか ばくはっ きょう ふ

登場した新たな反革命勢力が、ドイツのナチスやイタリアのファシズムであっ
とうじょう あら はんかくめいせいりょく

た。彼らは、排外主義的民族主義をあおりたてた暴力的な大衆動員をもって、
かれ はいがいしゅ ぎ てきみんぞくしゅ ぎ ぼうりょくてき たいしゅうどういん

労働組合・労働運動の破壊・根絶に向かった。
ろうどうくみあい ろうどううんどう は かい こんぜつ む

ロシア革命の勝利から 年後に再来したこのような革命情勢で、スターリ10
かくめい しょう り ねん ご さいらい かくめいじょうせい

ン主義者は 国際プロレタリアートの闘いを ソ連防衛 の手段としてのみ位置、 「 」
しゅ ぎ しゃ こくさい たたか れんぼうえい しゅだん い ち

づけ、各国のプロレタリア革命を内部から裏切る勢力として登場した。ナチス
かっこく かくめい ない ぶ うら ぎ せいりょく とうじょう

・ヒトラーの政権掌握に反対する闘いを放棄し、その路線が破産すると「人民
せいけんしょうあく はんたい たたか ほう き ろ せん は さん じんみん

戦線戦術」に転じた 「ファシズムから民主主義を守れ」としてブルジョア政党。
せんせんせんじゅつ てん みんしゅしゅ ぎ まも せいとう

とも公然と手を組み、ストライキと革命に敵対したのだ。それは単なるブルジョ
こうぜん て く かくめい てきたい たん

アジーの一部への妥協や協 調ではなく、ブルジョアジーによる革命圧殺に労
いち ぶ だ きょう きょうちょう かくめいあっさつ ろう

働者を差し出す行為だった。そして最後は、第２次大戦に「ファシズムに対する
どうしゃ さ だ こう い さい ご だい じ たいせん たい
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民主主義の闘い という虚構を掲げて参戦し 世界の労働者人民を帝国主義戦争」 、
みんしゅしゅ ぎ たたか きょこう かか さんせん せ かい ろうどうしゃじんみん ていこくしゅ ぎ せんそう

に率先して動員し、虐殺していった。
そっせん どういん ぎゃくさつ

今日の日本共産党もまた、資本家と一緒になって現在の体制を守ることに全
こんにち に ほんきょうさんとう し ほん か いっしょ げんざい たいせい まも ぜん

力を挙げる一方で、この体制のもとでは生きていけないと立ち上がる労働者や
りょく あ いっぽう たいせい い た あ ろうどうしゃ

学生には、牙をむいて襲いかかってくる。このスターリン主義反革命と徹底的に
がくせい きば おそ しゅ ぎ はんかくめい てっていてき

闘い、日帝権力と体制内勢力が一体となったあらゆる敵対を打ち破って、７
たたか にっていけんりょく たいせいないせいりょく いったい てきたい う やぶ

月選挙決戦の歴史的勝利をもぎとろう その中から １９３０年代の敗北の歴史。 、
がつせんきょけっせん れき し てきしょう り なか ねんだい はいぼく れき し

をのりこえて闘う、労働者階級の新しい党をつくり出そう。
たたか ろうどうしゃかいきゅう あたら とう だ

⑷ 戦争絶対阻止の最先頭で闘う全学連運動の大発展を
せんそうぜったい そ し さいせんとう たたか ぜんがくれんうんどう だいはってん

学生戦線は、 年の歴史的決戦をうちぬいた地平から、 年の国際連帯闘争の15 16
がくせいせんせん ねん れき し てきけっせん ち へい ねん こくさいれんたいとうそう

先頭に立ち、改憲・朝鮮侵略戦争阻止、安倍打倒の大決戦に勇躍して決起しよ
せんとう た かいけん ちょうせんしんりゃくせんそう そ し あ べ だ とう だいけっせん ゆうやく けっ き

う とりわけ参院選を改憲阻止に向けた最大の決戦として構え ４〜５月新歓闘争。 、
さんいんせん かいけん そ し む さいだい けっせん かま がつしんかんとうそう

から５月沖縄闘争・伊勢志摩サミット粉砕決戦に総力で立ち上がろう。
がつおきなわとうそう い せ し ま ふんさいけっせん そうりょく た あ

日帝・安倍は選挙権を 歳に引き下げた。青年・学生に「国を守るために戦18
にってい あ べ せんきょけん さい ひ さ せいねん がくせい くに まも たたか

う」意識をもたせるためであり、戦争動員の攻撃だ。だが戦争絶対反対・安倍政
い しき せんそうどういん こうげき せんそうぜったいはんたい あ べ せい

権打倒の階級的闘いをも加速させる 全学連が全国に拠点を建設し 学生自治会。 、
けん だ とう かいきゅうてきたたか か そく ぜんがくれん ぜんこく きょてん けんせつ がくせい じ ち かい

をつくっていくことは戦争を阻止するために絶対に必要だ。
せんそう そ し ぜったい ひつよう

周年を迎える法大闘争は、全国学生運動の発展を切り開く中心的課題だ。10
しゅうねん むか ほうだいとうそう ぜんこくがくせいうんどう はってん き ひら ちゅうしんてき か だい

法大闘争 年の闘いと全国における学生自治会建設・再建の闘いを、２０１10
ほうだいとうそう ねん たたか ぜんこく がくせい じ ち かいけんせつ さいけん たたか

６年、大きく発展させよう。その第一の柱は、法大における学生自治会の建設
ねん おお はってん だいいち はしら ほうだい がくせい じ ち かい けんせつ

である。第二の柱は、全国における反戦ストライキへの決起だ。
だい に はしら ぜんこく はんせん けっ き
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年安保・沖縄闘争後、日帝は学生運動破壊に総力をあげ、 年代以降は国70 80
ねんあん ぽ おきなわとうそう ご にってい がくせいうんどう は かい そうりょく ねんだい い こう こく

鉄分割・民営化攻撃と一体の 大学改革 攻撃が始まった ２００１年 小泉政権「 」 。 、
てつぶんかつ みんえい か こうげき いったい だいがくかいかく こうげき はじ ねん こ いずみせいけん

は「構造改革」の重要な一環に「大学改革」を位置づけた。それは全国の闘う
こうぞうかいかく じゅうよう いっかん だいがくかいかく い ち ぜんこく たたか

学生自治会・寮・サークル拠点を暴力的にたたきつぶす攻撃であり、他方では
がくせい じ ち かい りょう きょてん ぼうりょくてき こうげき た ほう

年の国立大学法人化によって大資本による大学支配と教育の民営化を徹底的04
ねん こくりつだいがくほうじん か だい し ほん だいがく し はい きょういく みんえい か てっていてき

に推し進めるものだった。その核心は、大学と学生を丸ごと戦争・改憲翼賛勢
お すす かくしん だいがく がくせい まる せんそう かいけんよくさんせい

力化することにあった。全学連を先頭に全国学生はこれと必死に、不屈に闘い
りょく か ぜんがくれん せんとう ぜんこくがくせい ひっ し ふ くつ たたか

ぬき、その闘いはついに 年３・ に始まる法大闘争へと革命的にのぼりつめ06 14
たたか ねん はじ ほうだいとうそう かくめいてき

た。

、 、法大闘争は 新自由主義大学の根幹をなす学生自治の解体＝団結破壊に対して
ほうだいとうそう しん じ ゆうしゅ ぎ だいがく こんかん がくせい じ ち かいたい だんけつ は かい たい

動労千葉労働運動の階級的団結を徹底的に学びとり 「１人の仲間も見捨てな、
どうろう ち ば ろうどううんどう かいきゅうてきだんけつ てっていてき まな ひ と り なか ま み す

い」をスローガンに掲げて闘い続けてきた。大量逮捕・投獄、無期停学や退学
かか たたか つづ たいりょうたい ほ とうごく む き ていがく たいがく

、 、「 、 」処分の乱発 暴力 職員の導入は 新自由主義大学粉砕 大学を反戦の砦に
しょぶん らんぱつ ぼうりょくしょくいん どうにゅう しん じ ゆうしゅ ぎ だいがくふんさい だいがく はんせん とりで

を掲げた絶対非妥協の闘いの火に油を注ぐだけだった それは学生の 生き方。 「
かか ぜったい ひ だ きょう たたか ひ あぶら そそ がくせい い かた

をかけた反乱 の現実性を指し示している 法大闘争は 年・ 年闘争を継承」 。 、60 70
はんらん げんじつせい さ しめ ほうだいとうそう ねん ねんとうそう けいしょう

した革共同の学生運動の最高の到達地平である。
かくきょうどう がくせいうんどう さいこう とうたつ ち へい

大学は 階級支配の要である 資本と国家権力のもとに労働者と学生を支配、 。
だいがく かいきゅう し はい かなめ し ほん こっ か けんりょく ろうどうしゃ がくせい し はい

。 、するための支配機構そのものだ そして資本・国家権力と大学の完全な癒着は
し はい き こう し ほん こっ か けんりょく だいがく かんぜん ゆ ちゃく

暴力的な学生支配の上に、大学そのものの腐敗を極限化させていく。それは、
ぼうりょくてき がくせい し はい うえ だいがく ふ はい きょくげん か

危機を深める帝国主義の政策展開と一体化して発展し、日本帝国主義の腐朽性
き き ふか ていこくしゅ ぎ せいさくてんかい いったい か はってん に ほんていこくしゅ ぎ ふ きゅうせい

そのものを体現していくものになる。すなわち、大学は、労働者階級人民を帝
たいげん だいがく ろうどうしゃかいきゅうじんみん てい

国主義戦争に動員していくための機関となる。学生自治会建設は、この大学体制
こくしゅ ぎ せんそう どういん き かん がくせい じ ち かいけんせつ だいがくたいせい

そのものを解体する闘いなのである。
かいたい たたか
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したがって、この闘いはいかなる意味でも、中間的妥協や何らかの改良を
たたか い み ちゅうかんてき だ きょう なん かいりょう

もって終 了するものではありえない。体制内勢力が、また「革命的左翼」を
しゅうりょう たいせいないせいりょく かくめいてき さ よく

自称する者たちさえも、全学連と中核派以外に学生運動・大学闘争を一切闘
じ しょう しゃ ぜんがくれん ちゅうかく は い がい がくせいうんどう だいがくとうそう いっさいたたか

えなくなっている理由はここにある。
り ゆう

戦争と大失業・総非正規職化のもとで青年の未来が奪われていく中で、３０
せんそう だいしつぎょう そう ひ せい き しょく か せいねん み らい うば なか

０万学生の巨大な闘いのエネルギーは非妥協的な闘いを望んでいる。このエ
まんがくせい きょだい たたか ひ だ きょうてき たたか のぞ

ネルギーを解き放つものは、闘いの砦＝学生自治会である。全員参加の学生自
と はな たたか とりで がくせい じ ち かい ぜんいんさん か がくせい じ

治会運動は 激しい党派闘争の場であるがゆえに高い思想性が要求される 戦争、 。
ち かいうんどう はげ とう は とうそう ば たか し そうせい ようきゅう せんそう

と革命の時代の生き方をかけて、階級の指導部をつくり出し、全国の大学に学
かくめい じ だい い かた かいきゅう し どう ぶ だ ぜんこく だいがく がく

生自治会を建設し「戦争絶対反対・改憲阻止」のストライキ（実力闘争）に立
せい じ ち かい けんせつ せんそうぜったいはんたい かいけん そ し じつりょくとうそう た

ち上がろう。その先頭に法大闘争が立とう。
あ せんとう ほうだいとうそう た

、 、学生戦線は 全党の先頭で労働者階級自己解放の思想＝マルクス主義を学び
がくせいせんせん ぜんとう せんとう ろうどうしゃかいきゅう じ こ かいほう し そう しゅ ぎ まな

時代認識を研ぎ澄まして闘おう。
じ だいにんしき と す たたか

⑸ 星野同志奪還へ飛躍かけ獄壁を破る闘いに立とう！
ほし の どう し だっかん ひ やく ごくへき やぶ たたか た

星野文昭同志に加えられている弾圧は、革命に生きようとする人間への抹殺攻
ほし の ふみあきどう し くわ だんあつ かくめい い にんげん まっさつこう

撃だ。星野同志はこの攻撃と 年にわたって完全黙秘・非転向を貫いて闘っ40
げき ほし の どう し こうげき ねん かんぜんもく ひ ひ てんこう つらぬ たたか

てきた。そして星野同志は 「私は絶対に譲れないものを守りぬいてきた。そ、
ほし の どう し わたし ぜったい ゆず まも

れは国鉄闘争とひとつだ」と語り、無期懲役の獄中から「すべての人間が人間
こくてつとうそう かた む き ちょうえき ごくちゅう にんげん にんげん

らしく生きられる社会」の実現を呼びかけている。星野同志をもはやこれ以上
い しゃかい じつげん よ ほし の どう し い じょう

獄中に置くわけにはいかない。２０１６年は飛躍をかけて総決起し、星野解放
ごくちゅう お ねん ひ やく そうけっ き ほし の かいほう

と人間解放を一体で実現する年にしよう。
にんげんかいほう いったい じつげん ねん
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、 、 『 』 。「 」その飛躍は 第一に 年の１月から 星野新聞 を発行することだ 新聞16
ひ やく だいいち ねん がつ ほし の しんぶん はっこう しんぶん

として数万人の手に一挙に渡り、全証拠開示１００万人署名運動と結合して、
すうまんにん て いっきょ わた ぜんしょう こ かい じ まんにんしょめいうんどう けつごう

実際に１００万人を組織する闘いに踏み出す。
じっさい まんにん そ しき たたか ふ だ

第二に再審闘争を強化する。この闘いは、星野同志の解放に直結する。東
だい に さいしんとうそう きょう か たたか ほし の どう し かいほう ちょっけつ とう

京高検を追いつめ 人の民間目撃者の供 述 調書を始めとするすべての証拠、11
きょうこうけん お にん みんかんもくげきしゃ きょうじゅつちょうしょ はじ しょう こ

を開示させよう。東京高裁に迫り、三者協議を実現させなくてはならない。
かい じ とうきょうこうさい せま さんしゃきょう ぎ じつげん

第三に徳島刑務所に対する闘いだ。獄壁を食い破って実現した 人の友人面94
だいさん とくしまけい む しょ たい たたか ごくへき く やぶ じつげん にん ゆうじんめん

会者を先頭に、２０１０年以降の友人面会禁止を撤回させる申し入れ行動を闘
かいしゃ せんとう ねん い こう ゆうじんめんかいきん し てっかい もう い こうどう たたか

おう。徳島刑務所を徹底的に弾劾し、星野同志の健康と権利を守りぬこう。
とくしまけい む しょ てっていてき だんがい ほし の どう し けんこう けん り まも

、 、 。第四に 全国で星野絵画展を開催し 都道府県に星野救援会を結成しよう47
だいよん ぜんこく ほし の かい が てん かいさい と どう ふ けん ほし の きゅうえんかい けっせい

その最先端で、東京 区と多摩地区で絵画展を成功させよう。党と労働組合を23
さいせんたん とうきょう く た ま ち く かい が てん せいこう とう ろうどうくみあい

めぐる激烈な闘争の中に全証拠開示・再審開始・星野奪還の旗をうち立て、絵
げきれつ とうそう なか ぜんしょう こ かい じ さいしんかい し ほし の だっかん はた た かい

画展の成功と救援会結成の力を６・ 星野集会に集約して、星野同志を取り19
が てん せいこう きゅうえんかいけっせい ちから ほし の しゅうかい しゅうやく ほし の どう し と

戻そう。
もど

⑹ 福島・三里塚・沖縄を始め全戦線で勝利を切り開こう
ふくしま さん り づか おきなわ はじ ぜんせんせん しょう り き ひら

３・ 福島大行動へ11
ふくしまだいこうどう

「３・ 」５周年を迎える福島に非和解的な怒りが燃え続けている。日帝・11
しゅうねん むか ふくしま ひ わ かいてき いか も つづ にってい

安倍政権も、原発を批判しつつ安倍政権との闘争にはしない「オール福島」も、
あ べ せいけん げんぱつ ひ はん あ べ せいけん とうそう ふくしま

すべて福島の怒りが安倍打倒に向かって爆発することを抑えようとしている。だ
ふくしま いか あ べ だ とう む ばくはつ おさ

「 」 、 、が ３・ は 破産し崩壊する新自由主義による史上最悪の原発事故という11
は さん ほうかい しん じ ゆうしゅ ぎ し じょうさいあく げんぱつ じ こ
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絶対に立ち直ることのできない打撃を日帝に与えたのだ。プロレタリア革命以外
ぜったい た なお だ げき にってい あた かくめい い がい

に、解決する道を見いだすことはできない。
かいけつ みち み

安倍は原発政策推進のために福島圧殺攻撃を強めている。 年３月までに「帰17
あ べ げんぱつせいさくすいしん ふくしまあっさつこうげき つよ ねん がつ き

還困難区域」を除く全市町村への帰還を決めた。福島県の小児甲状腺がんの
かんこんなん く いき のぞ ぜん し ちょうそん き かん き ふくしまけん しょう に こうじょうせん

発症率は、日本全国の年間発生率と比較して 倍にのぼっている。この高線50
はっしょうりつ に ほんぜんこく ねんかんはっせいりつ ひ かく ばい こうせん

量地域に無理やり帰還させ被曝させようとしているのだ。これへの怒りが渦巻
りょう ち いき む り き かん ひ ばく いか うず ま

いている。

だが、常磐線延伸・全線開通による被曝労働を拒否してストライキを闘う動
じょうばんせんえんしん ぜんせんかいつう ひ ばくろうどう きょ ひ たたか どう

労水戸、動労水戸とスクラムを組んで闘う旗を郡山工場にうち立てた動労福
ろう み と どうろう み と く たたか はた こおりやまこうじょう た どうろうふく

島、そして〈避難・保養・医療〉を掲げる「ふくしま共同診療所」が、福島
しま ひ なん ほ よう い りょう かか きょうどうしんりょうじょ ふくしま

の怒りを結集する団結の砦となっている。また、安倍が再稼働を策動する高浜
いか けっしゅう だんけつ とりで あ べ さい か どう さくどう たかはま

原発の地元・舞鶴で 伊方原発の地元・愛媛県で 自治体の労働組合が再稼働反対、 、
げんぱつ じ もと まいづる い かたげんぱつ じ もと え ひめけん じ ち たい ろうどうくみあい さい か どうはんたい

の闘いに立ち上がっている。福島圧殺を許さず被曝労働拒否の闘いを全国に拡
たたか た あ ふくしまあっさつ ゆる ひ ばくろうどうきょ ひ たたか ぜんこく かく

大する、労働組合の闘いが始まったのだ。福島大学における学生の公安スパイ
だい ろうどうくみあい たたか はじ ふくしまだいがく がくせい こうあん

化攻撃を打ち砕いた勝利は、反原発闘争においても決定的な意義をもつ。
か こうげき う くだ しょう り はんげんぱつとうそう けっていてき い ぎ

福島大の清水修二らは、被曝限度を下げたら福島県内全域が住めなくなるか
ふくしまだい し みずしゅう じ ひ ばくげん ど さ ふくしまけんないぜんいき す

ら、ある程度の被曝は我慢しろと言っている。原発再稼働反対、帰還強制反対
てい ど ひ ばく が まん い げんぱつさい か どうはんたい き かんきょうせいはんたい

の福島の怒りに敵対する日本共産党を許してはならない スターリン主義の敵対。
ふくしま いか てきたい に ほんきょうさんとう ゆる しゅ ぎ てきたい

を打ち砕き、３・ 反原発福島行動 （郡山市・開成山野外音楽堂）に安倍へ11 '16
う くだ はんげんぱつふくしまこうどう こおりやま し かいせいざん や がいおんがくどう あ べ

の怒りを総結集し、大デモをたたきつけよう。
いか そうけっしゅう だい

三里塚は反戦の砦だ
さん り づか はんせん とりで
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三里塚闘争は今年７月に 周年を迎える。労農同盟を軸に、一切の話し合い50
さん り づかとうそう こ とし がつ しゅうねん むか ろうのうどうめい じく いっさい はな あ

拒否・農地死守・実力闘争の原則を貫き通してきた闘いは 軍事空港絶対反対、
きょ ひ のう ち し しゅ じつりょくとうそう げんそく つらぬ とお たたか ぐん じ くうこうぜったいはんたい

の反戦・反権力の砦として、日本階級闘争史にさん然と輝いている。
はんせん はんけんりょく とりで に ほんかいきゅうとうそう し ぜん かがや

米日帝国主義が策動する朝鮮侵略戦争は、日本国内の人・物・体制の総動員
べいにちていこくしゅ ぎ さくどう ちょうせんしんりゃくせんそう に ほんこくない ひと もの たいせい そうどういん

なしに強行できない。なかでも成田空港は、米軍 万人の輸送・中継基地と50
きょうこう なり た くうこう べいぐん まんにん ゆ そう ちゅうけい き ち

して戦略的に位置づけられている。米韓軍の「作戦計画５０１５」の策定・運
せんりゃくてき い ち べいかんぐん さくせんけいかく さくてい うん

用開始と日本の戦争法成立・施行は、これを打ち砕く三里塚闘争の意義を決定的
ようかい し に ほん せんそうほうせいりつ し こう う くだ さん り づかとうそう い ぎ けっていてき

に高めている。三里塚闘争は、戦争絶対反対の最前線なのだ。
たか さん り づかとうそう せんそうぜったいはんたい さいぜんせん

市東孝雄さんからの農地強奪策動と第３滑走路建設計画は、朝鮮侵略戦争に
し とうたか お のう ち ごうだつさくどう だい かっそう ろ けんせつけいかく ちょうせんしんりゃくせんそう

日帝・安倍が突入していくための攻撃だ。昨年６月、東京高裁・小林昭彦裁
にってい あ べ とつにゅう こうげき さくねん がつ とうきょうこうさい こ ばやしあきひこさい

判長は、市東さんの生きる権利と耕す権利を全否定する「農地強奪判決」を下
ばんちょう し とう い けん り たがや けん り ぜん ひ てい のう ち ごうだつはんけつ くだ

した。市東さんは微動だにせず、戦闘宣言を発している。反対同盟は、緊急５
し とう び どう せんとうせんげん はっ はんたいどうめい きんきゅう

万人署名を呼びかけその先頭に立っている。条件派・脱落派を抱き込んで出し
まんにんしょめい よ せんとう た じょうけん は だつらく は だ こ だ

てきた第３滑走路建設計画に対しても、反対同盟は 回を超える周辺一斉行動30
だい かっそう ろ けんせつけいかく たい はんたいどうめい かい こ しゅうへんいっせいこうどう

に決起し、空港労働者や農民など地域住民への大宣伝戦にうって出ている。
けっ き くうこうろうどうしゃ のうみん ち いきじゅうみん だいせんでんせん で

、３・ 三里塚現地全国集会―７月三里塚闘争 周年大集会への大結集で27 50
さん り づかげん ち ぜんこくしゅうかい がつさん り づかとうそう しゅうねんだいしゅうかい だいけっしゅう

農地死守・軍事空港絶対反対を貫こう。５万人署名を達成しよう。
のう ち し しゅ ぐん じ くうこうぜったいはんたい つらぬ まんにんしょめい たっせい

沖縄闘争が新段階に
おきなわとうそう しんだんかい

朝鮮侵略戦争絶対阻止の最前線、沖縄闘争も新たな段階に入った。辺野古新
ちょうせんしんりゃくせんそうぜったい そ し さいぜんせん おきなわとうそう あら だんかい はい へ の こ しん

基地建設への日帝・安倍政権の絶望的なのめりこみを階級的労働運動と国際連
き ち けんせつ にってい あ べ せいけん ぜつぼうてき かいきゅうてきろうどううんどう こくさいれん

帯で打ち砕こう。
たい う くだ
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辺野古現地での闘いは、辺野古を「第二の三里塚にしてはならない」と言っ
へ の こ げん ち たたか へ の こ だい に さん り づか い

て革命的な発展を抑えつけようとする体制内指導部の思惑など超えて、激しく進
かくめいてき はってん おさ たいせいない し どう ぶ おもわく こ はげ すす

んでいる。キャンプ・シュワブのゲート前では逮捕者や負傷者を出しながら、
まえ たい ほ しゃ ふ しょうしゃ だ

国会正門前 が再現されている 日帝・安倍への激しい怒りがあり 政治決着「 」 。 、「
こっかいせいもんまえ さいげん にってい あ べ はげ いか せい じ けっちゃく

＝和解」のような妥協の余地などどこにも残ってはいない。闘いは闘いを呼
わ かい だ きょう よ ち のこ たたか たたか よ

び、沖縄米軍基地全面撤去の段階に必然的に入っていく。沖縄は全島ゼネスト
おきなわべいぐん き ち ぜんめんてっきょ だんかい ひつぜんてき はい おきなわ ぜんとう

情勢だ。
じょうせい

沖縄の米軍基地は「作戦計画５０１５」の発動拠点である。体制内勢力の、
おきなわ べいぐん き ち さくせんけいかく はつどうきょてん たいせいないせいりょく

職場生産点での闘いと切り離した狭い 反戦・反基地 運動ではなく 階級的「 」 、
しょく ば せいさんてん たたか き はな せま はんせん はん き ち うんどう かいきゅうてき

に対決する職場での団結をつくり上げることだ。それが、新自由主義を打ち破
たいけつ しょく ば だんけつ あ しん じ ゆうしゅ ぎ う やぶ

り 「基地の島」＝「非正規の島」を根底的に変革し、新しい社会を建設して、
き ち しま ひ せい き しま こんていてき へんかく あたら しゃかい けんせつ

いく階級主体を形成する 基地労働者の闘いは その最基軸をなす 基地労働者。 、 。
かいきゅうしゅたい けいせい き ち ろうどうしゃ たたか さい き じく き ち ろうどうしゃ

の中に不抜の拠点を建設しよう。
なか ふ ばつ きょてん けんせつ

非正規職撤廃を軸にすえて新自由主義と全面的かつ根底的に対決する、ＩＪ
ひ せい き しょくてっぱい じく しん じ ゆうしゅ ぎ ぜんめんてき こんていてき たいけつ

ＢＳ 日本ＩＢＭ・ビジネスサービス 労組の解雇撤回闘争は その最先端の闘（ ） 、
に ほん ろう そ かい こ てっかいとうそう さいせんたん たたか

いだ。力強い青年のリーダーが次々に生まれている。階級的労働運動の拠点
ちからづよ せいねん つぎつぎ う かいきゅうてきろうどううんどう きょてん

職場と拠点労組の建設を徹底的に推し進め、民主労総ゼネストに連帯し、全島
しょく ば きょてんろう そ けんせつ てっていてき お すす みんしゅろうそう れんたい ぜんとう

ゼネストを実現するために全力で闘いぬこう。
じつげん ぜんりょく たたか

反軍闘争の前進開け
はんぐんとうそう ぜんしんひら

日帝の侵略戦争突入・世界戦争参戦が迫る中で、自衛隊兵士は人生をかけた
にってい しんりゃくせんそうとつにゅう せ かいせんそうさんせん せま なか じ えいたいへい し じんせい

選択に直面している。軍服を着た労働者である兵士を労働者階級の戦列に獲得
せんたく ちょくめん ぐんぷく き ろうどうしゃ へい し ろうどうしゃかいきゅう せんれつ かくとく
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することは、プロレタリア革命の不可欠の課題だ。イラク派兵での負傷を告発
かくめい ふ か けつ か だい は へい ふ しょう こくはつ

・弾劾する池田裁判を支援し、自衛隊内外の一体となった闘いで帝国主義軍隊
だんがい いけ だ さいばん し えん じ えいたいないがい いったい たたか ていこくしゅ ぎ ぐんたい

を包囲し、解体しよう。
ほう い かいたい

⑺ 治安弾圧との攻防に勝ちぬき救援戦線の再確立へ！
ち あんだんあつ こうぼう か きゅうえんせんせん さいかくりつ

日帝国家権力は、階級的労働運動と学生運動の壊滅に全力で踏み込んでき
にっていこくいえけんりょく かいきゅうてきろうどううんどう がくせいうんどう かいめつ ぜんりょく ふ こ

ている。２０１５年は、全党の団結をうち固めて弾圧をはね返し、敵に大敗北を
ねん ぜんとう だんけつ かた だんあつ かえ てき だいはいぼく

強制した。敵は一人ひとりを分断してその切り落としを狙ってくるが 〈完黙、
きょうせい てき ひと り ぶんだん き お ねら かんもく

・非転向〉と団結の力で闘えば弾圧は必ず粉砕できる。これは活動家のみな
ひ てんこう だんけつ ちから たたか だんあつ かなら ふんさい かつどう か

らず 「初めての人」が国家権力・公安警察と対決して勝利するために確立さ、
はじ ひと こっ か けんりょく こうあんけいさつ たいけつ しょう り かくりつ

れてきた、弾圧との闘いの勝利の教訓であり、原則だ。
だんあつ たたか しょう り きょうくん げんそく

ところが救援戦線の内部に 「完黙はケースバイケース」と言って、労働者、
きゅうえんせんせん ない ぶ かんもく い ろうどうしゃ

・学生が血を流してつくり上げてきた〈完黙・非転向〉の原則を破壊しようとす
がくせい ち なが あ かんもく ひ てんこう げんそく は かい

。 。る動きが現れている 階級的な闘いを解体しようとする攻撃への屈服である
うご あらわ かいきゅうてき たたか かいたい こうげき くっぷく

救援連絡センターの変質策動を断じて許してはならない。
きゅうえんれんらく へんしつさくどう だん ゆる

日帝・安倍政権は、警察の盗聴拡大と司法取引・匿名証人制度＝「新捜査手
にってい あ べ せいけん けいさつ とうちょうかくだい し ほうとりひき とくめいしょうにんせい ど しんそう さ しゅ

法」の導入を狙った「現代の治安維持法」の制定を策動し 「共謀罪」とも併、
ほう どうにゅう ねら げんだい ち あん い じ ほう せいてい さくどう きょうぼうざい あわ

せて成立を狙っている 戦争国家に向かうむき出しの国家暴力との激突は不可避。
せいりつ ねら せんそうこっ か む だ こっ か ぼうりょく げきとつ ふ か ひ

だ。昨年１月に結成された「現代の治安維持法と闘う会」を先頭に、絶対阻止
さくねん がつ けっせい げんだい ち あん い じ ほう たたか かい せんとう ぜったい そ し

の闘いをやりぬこう。迎賓館・横田爆取デッチあげ弾圧裁判の勝利をかちとろ
たたか げいひんかん よこ た ばくとり だんあつさいばん しょう り

う。

裁判員制度は、完全に破綻した。最高裁の面接調査でも ％が「やりたくな87
さいばんいんせい ど かんぜん は たん さいこうさい めんせつちょう さ
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い と言っている 労働者人民を戦争に動員していく現代の徴兵制＝裁判員制度」 。
い ろうどうしゃじんみん せんそう どういん げんだい ちょうへいせい さいばんいんせい ど

を完全に葬ろう。
かんぜん ほうむ

Ⅴ 資本主義社会の転覆をめざす１千万人の労働者党の建設を
し ほんしゅ ぎ しゃかい てんぷく いっせんまんにん ろうどうしゃとう けんせつ

、２０１０年代中期階級決戦の本格的な爆発を実現する２０１６年の闘いは
ねんだいちゅう き かいきゅうけっせん ほんかくてき ばくはつ じつげん ねん たたか

根底的な体制的危機にのたうつ日帝国家権力との激突―死闘を不可避とする。
こんていてき たいせいてき き き にっていこっ か けんりょく げきとつ し とう ふ か ひ

革命情勢の到来に追いつめられた敵権力による労働組合への弾圧、労働運動と
かくめいじょうせい とうらい お てきけんりょく ろうどうくみあい だんあつ ろうどううんどう

革命党の壊滅を狙った悪らつな攻撃を打ち砕いて、 年決戦の勝利を絶対にも16
かくめいとう かいめつ ねら あく こうげき う くだ ねんけっせん しょう り ぜったい

ぎりとろう。

組織活動の大飛躍へ
そ しきかつどう だい ひ やく

１千万人の怒りと結びついて勝利するために、組織活動の大転換が必要だ。
いっせんまんにん いか むす しょう り そ しきかつどう だいてんかん ひつよう

第一に、労働組合の無数の拠点建設をかちとり、そこに労働者細胞を建設し、
だいいち ろうどうくみあい む すう きょてんけんせつ ろうどうしゃさいぼう けんせつ

階級の指導部をつくり出していくことである。プロレタリア革命は、労働組合
かいきゅう し どう ぶ だ かくめい ろうどうくみあい

の拠点建設のもつ巨大な力と可能性によって切り開かれる。労働組合こそ労働
きょてんけんせつ きょだい ちから か のうせい き ひら ろうどうくみあい ろうどう

者階級の無限な力を引き出し、組織し、団結させていく。労働組合の拠点建設
しゃかいきゅう む げん ちから ひ だ そ しき だんけつ ろうどうくみあい きょてんけんせつ

と職場細胞建設を軸にして、地域の拠点化を通して地域ソビエトを展望するよ
しょく ば さいぼうけんせつ じく ち いき きょてん か とお ち いき てんぼう

うな地域細胞をつくり出していくのである。
ち いきさいぼう だ

第二に、この拠点建設をかちとる土台こそ、地区党建設である。
だい に きょてんけんせつ ど だい ち く とうけんせつ

地区党は、中央委員会と細胞を一体的に形成していく結節環である。地区党
ち く とう ちゅうおう い いんかい さいぼう いったいてき けいせい けっせつかん ち く とう

建設を通して中央委員会―細胞が労働者階級と密接に結合し、階級と結びつ
けんせつ とお ちゅうおう い いんかい さいぼう ろうどうしゃかいきゅう みっせつ けつごう かいきゅう むす
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いた党の階級的生命力を発揚していくのである。この地区党建設を土台にすえ
とう かいきゅうてきせいめいりょく はつよう ち く とうけんせつ ど だい

ることで産別委員会の強化をもかちとり、党と労働組合の一体的建設を一層豊
さんべつ い いんかい きょう か とう ろうどうくみあい いったいてきけんせつ いっそうゆた

かに推進していくのである。
すいしん

とりわけ重要なことは、地区党建設の中に、労働組合運動を軸にして、プロ
じゅうよう ち く とうけんせつ なか ろうどうくみあいうんどう じく

レタリア革命に必要な全課題が凝 縮され実現されていくことだ。２０１５年の
かくめい ひつよう ぜん か だい ぎょうしゅく じつげん ねん

闘いは、全戦線の課題を地区党の正面課題にすることを具体的に提起した。地
たたか ぜんせんせん か だい ち く とう しょうめん か だい ぐ たいてき てい き ち

区党建設の中にこそ、プロレタリア自己解放に立脚し、階級的共同性と団結
く とうけんせつ なか じ こ かいほう りっきゃく かいきゅうてききょうどうせい だんけつ

を奪還していくマルクス主義の実践がある 地区党建設に 革命の現実性 が体現。 「 」
だっかん しゅ ぎ じっせん ち く とうけんせつ かくめい げんじつせい たいげん

される。

労働者階級人民は、体制内労働運動の現実に歯がみし、階級的労働運動とそ
ろうどうしゃかいきゅうじんみん たいせいないろうどううんどう げんじつ は かいきゅうてきろうどううんどう

の党の登場を心から望み 求めている この要請に応える東京都委員会の建設、 。
とう とうじょう こころ のぞ もと ようせい こた とうきょう と い いんかい けんせつ

を、７月選挙闘争の重要な柱にすえて闘おう。これまでの党建設の闘いの歴
がつせんきょとうそう じゅうよう はしら たたか とうけんせつ たたか れき

史的限界を突破しよう。
し てきげんかい とっ ぱ

①国鉄決戦―動労総連合建設と２〜３月国鉄・春闘集会、②非正規職撤廃
こくてつけっせん どうろうそうれんごうけんせつ がつこくてつ しゅんとうしゅうかい ひ せい き しょくてっぱい

の闘いと合同労組・ユニオン建設、③星野絵画展、④反原発映画会、⑤婦民全
たたか ごうどうろう そ けんせつ ほし の かい が てん はんげんぱつえい が かい ふ みんぜん

国協建設、⑥闘う作業所ネットワーク、⑦部落解放闘争―狭山闘争と全国水
こくきょうけんせつ たたか さ ぎょうしょ ぶ らくかいほうとうそう さ やまとうそう ぜんこくすい

平同盟建設、⑧難民問題をめぐる闘いと入管闘争、⑨反軍闘争、⑩治安弾圧と
へいどうめいけんせつ なんみんもんだい たたか にゅうかんとうそう はんぐんとうそう ち あんだんあつ

の闘いと地域救援会の結成などを、東京全区・全域で取り組もう。鮮明な組
たたか ち いききゅうえんかい けっせい とうきょうぜん く ぜんいき と く せんめい そ

織方針をもち、東京全区における区委員会建設を展望し、組織化の闘いにうっ
しきほうしん とうきょうぜん く く い いんかいけんせつ てんぼう そ しき か たたか

て出よう。
で

第三に そのためにも地区党の細胞討議での時代認識と路線の一致 変革と獲得、 、
だいさん ち く とう さいぼうとう ぎ じ だいにんしき ろ せん いっ ち へんかく かくとく

の粘り強い討議の一つひとつをかちとり、細胞の力を無限に引き出していくこ
ねば づよ とう ぎ ひと さいぼう ちから む げん ひ だ

とである。一人ひとりがかけがえのない同志であり、そこにおける不一致は一致
ひと り どう し ふ いっ ち いっ ち
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の始まりである 「革命的練達と組織者としての手腕は、おいおいに獲得できる。
はじ かくめいてきれんたつ そ しきしゃ しゅわん かくとく

ものである。ただ、必要な資質を自分に養いたいという意欲がありさえすれば
ひつよう し しつ じ ぶん やしな い よく

よいのだ！ 欠陥が意識されていさえすればよいのだ！ 革命の事業では 欠陥、
けっかん い しき かくめい じ ぎょう けっかん

を意識することはそれをなかば以上訂正したに等しいのである （レーニン全」
い しき い じょうていせい ひと ぜん

集第５巻「なにをなすべきか？ ）」
しゅうだい かん

宣伝・扇動の大変革
せんでん せんどう だいへんかく

第四に、１千万人と結びつく宣伝・扇動の大変革、大飛躍である。
だいよん いっせんまんにん むす せんでん せんどう だいへんかく だい ひ やく

革共同の機関紙『前進』の週２回発行体制への移行は、２０１０年代中期
かくきょうどう き かん し ぜんしん しゅう かいはっこうたいせい い こう ねんだいちゅう き

階級決戦本番に突入し勝利する戦闘宣言である。プロレタリア革命の集団的
かいきゅうけっせんほんばん とつにゅう しょう り せんとうせんげん かくめい しゅうだんてき

組織者である機関紙の配布網を縦横無尽に、網の目のようにつくり出す闘いを
そ しきしゃ き かん し はい ふ もう じゅうおう む じん あみ め だ たたか

強 力に進めよう。
きょうりょく すす

確かに週２回発行はとてつもない大飛躍である。そのためには、編集・印刷
たし しゅう かいはっこう だい ひ やく へんしゅう いんさつ

・配布・財政の全領域で大変な課題が山積している。とりわけ機関紙配布活動
はい ふ ざいせい ぜんりょういき たいへん か だい さんせき き かん し はい ふ かつどう

は独自の闘いだ 地区党の抜本的飛躍と変革を要求する 職場細胞と地域細胞。 。
どく じ たたか ち く とう ばっぽんてき ひ やく へんかく ようきゅう しょく ば さいぼう ち いきさいぼう

という基軸的な細胞の建設と、新たな配布体制の創造的建設が鍵である。またこ
き じくてき さいぼう けんせつ あら はい ふ たいせい そうぞうてきけんせつ かぎ

こには財政闘争の無限の力がある。機関紙で拠点を建設し、地域ソビエト建設
ざいせいとうそう む げん ちから き かん し きょてん けんせつ ち いき けんせつ

を闘いとろう。
たたか

労働運動がつくり出す力には無限の可能性がある。この力を基礎にして、
ろうどううんどう だ ちから む げん か のうせい ちから き そ

職場闘争と戦争絶対反対の闘いを一体的に闘い、発展させよう。みずみずし
しょく ば とうそう せんそうぜったいはんたい たたか いったいてき たたか はってん

い感性があふれ闘いの意欲がみなぎる青年労働者と学生の党を建設しよう。
かんせい たたか い よく せいねんろうどうしゃ がくせい とう けんせつ
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非合法・非公然の党
ひ ごうほう ひ こうぜん とう

世界的な革命情勢の到来に対応した革命党の三大義務の闘いとして、革命の
せ かいてき かくめいじょうせい とうらい たいおう かくめいとう さんだい ぎ む たたか かくめい

宣伝・扇動 革命的大衆闘争の爆発と並んで 非合法・非公然体制の強固な確立、 、
せんでん せんどう かくめいてきたいしゅうとうそう ばくはつ なら ひ ごうほう ひ こうぜんたいせい きょう こ かくりつ

を強 力に推進しなければならない。非合法・非公然体制は、帝国主義の国家権
きょうりょく すいしん ひ ごうほう ひ こうぜんたいせい ていこくしゅ ぎ こっ か けん

力を打倒しプロレタリア革命に勝利する闘いに必要な、あらゆる力を生み出
りょく だ とう かくめい しょう り たたか ひつよう ちから う だ

す絶対の条件である。
ぜったい じょうけん

日帝国家権力は、長期投獄と指名手配、デッチあげ弾圧とスパイ化工作など
にっていこっ か けんりょく ちょう き とうごく し めい て はい だんあつ か こうさく

をもって革共同破壊を策動してきた。マスコミを総動員した「過激派」キャン
かくきょうどう は かい さくどう そうどういん か げき は

ペーンで、社会を反動的に組織しようともしてきた。それらを打ち砕いて勝利
しゃかい はんどうてき そ しき う くだ しょう り

してきた土台には、非合法・非公然の組織建設がある。どのような攻撃にも負け
ど だい ひ ごうほう ひ こうぜん そ しきけんせつ こうげき ま

ずに労働者階級人民と深く広く結びつき、階級の力と強く結びついて革命を
ろうどうしゃかいきゅうじんみん ふか ひろ むす かいきゅう ちから つよ むす かくめい

実現していく、価値創造的な闘いがここにあるのだ。
じつげん か ち そうぞうてき たたか

革命の成否がかかっている非合法・非公然の党建設の土台は、労働者細胞の建
かくめい せい ひ ひ ごうほう ひ こうぜん とうけんせつ ど だい ろうどうしゃさいぼう けん

設であり、労組拠点の建設と本格的な地区党建設だ。階級的労働運動路線の豊
せつ ろう そ きょてん けんせつ ほんかくてき ち く とうけんせつ かいきゅうてきろうどううんどう ろ せん ゆた

かな発展で、非合法・非公然の党建設は必ず勝利できる。
はってん ひ ごうほう ひ こうぜん とうけんせつ かなら しょう り

最後に、獄中の星野文昭同志と福嶋昌男同志、デッチあげによる長期指名手
さい ご ごくちゅう ほし の ふみあきどう し ふくしままさ お どう し ちょう き し めい て

配攻撃と不屈に闘う同志に、熱烈な連帯のあいさつを送る。革共同はこれらの
はいこうげき ふ くつ たたか どう し ねつれつ れんたい おく かくきょうどう

同志たちを守りぬき、必ず奪還する。革命勝利へともに闘おう！
どう し まも かなら だっかん かくめいしょう り たたか


